
「トワイライトエクスプレス 瑞
み ず か ぜ

風」
日本海・小

お ば ら

原 青
あ お ば せ

長谷海岸を走る

　2013 年に登場したＪＲ九州の「ななつ星 in 九州」、今年５
月に運行を始めたＪＲ東日本の「トランスイート四季島」に続
くＪＲ西日本の「瑞風」の登場で、豪華寝台列車や地方の観光
資源に注目が集まっている。
　山陰コース（下り）１泊２日は、大阪・京都駅を出発後、１
日目は城

きのさき
崎温泉（兵庫県）に立ち寄り、車中泊。２日目は折

お り い
居

海岸（島根県）、萩反射炉を車窓から眺め、萩市で立ち寄り観
光後、深

ふ か わ
川湾（長門市）を眺め下関駅に到着する。第１３６号 ２０１７年７月

発行：萩ネットワーク協会
〒758-8555  山口県萩市大字江向 510  萩市役所広報課内
TEL 0838・25・3178　FAX 0838・26・5458
萩市ホームページ　http://www.city.hagi.lg.jp/

ズームアップ　矢田貴子（大阪府）
わたしのお店　マナカマナ（大阪府）
シリーズ萩の逸品「タケ・クリエイト・ハギ」
道の駅「萩往還」農産物直売所　土田愛美（萩市）
八千代酒造　4 代目・蒲悟（萩市）
連載　萩の産業遺産を歩く①

P6
P7
P7
P8
P9

P10

主 な 内 容



22017 年７月（第 136 号）

美
し
い
山
陰
線
を
ホ
テ
ル
が
走
る

豪
華
寝
台
列
車
「
瑞み

ず
か
ぜ風
」
６
月
17
日
か
ら
運
行

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
豪
華
寝
台
列
車
「
ト

ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
瑞み

ず
か
ぜ風

」
の

運
行
が
６
月
17
日（
土
）か
ら
始
ま
っ
た
。

■
萩
市
へ
の
立
ち
寄
り
観
光

　
瑞
風
は
京
都
、
大
阪
～
下
関
駅
間
の

山
陽
線
ま
た
は
山
陰
線
を
走
る
１
泊
２

日
の
片
道
４
コ
ー
ス
と
、
山
陰
・
山
陽

を
巡
る
２
泊
３
日
の
周
遊
１
コ
ー
ス
が

あ
る
。

　
停
車
駅
を
拠
点
に
し
た
立
ち
寄
り
観

光
が
あ
り
、
萩
市
に
停
車
す
る
の
は
全

５
コ
ー
ス
の
う
ち
、
１
泊
２
日
の
下
り

「
山
陰
コ
ー
ス
」。
東
萩
駅
か
ら
バ
ス
で

萩
焼
の
「
三
輪
窯
」
や
松
陰
神
社
を
訪

問
、
三
輪
和
彦
さ
ん
の
登
り
窯
や
作
品

を
見
学
、
松
下
村
塾
で
講
話
を
聴
く
。

そ
の
後
、
萩
駅
（
国
の
登
録
有
形
文
化

財
）
か
ら
乗
車
す
る
。

○
「
山
陰
コ
ー
ス
」
下
り
の
出
発
日　

６
月
17
日
、
７
月
１
日
、
22
日
、
９
月

16
日
、
10
月
４
日
、
28
日
、
11
月
25
日
、

12
月
９
日
（
萩
市
へ
の
立
ち
寄
り
は
翌

日
、
８
：
40
着
、
12
：
08
発
予
定
）

■
萩
ガ
ラ
ス
工
房
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ラ
ス

　
瑞
風
は
10
両
編
成
で
、
定
員
は
30
人

程
度
。
食
堂
車
、
ラ
ウ
ン
ジ
カ
ー
、
展

望
車
な
ど
が
あ
り
、
客
室
は
ス
イ
ー
ト
、

ツ
イ
ン
、
シ
ン
グ
ル
の
16
部
屋
を
備
え

る
。
料
金
は
１
人
25
万
円
～
１
２
５
万

円
。

　
車
体
の
色
は
沿
線
の
風
景
に
と
け
込

む
濃
い
グ
リ
ー
ン
。
客
室
の
壁
は
中
国

地
方
の
天
然
木
で
仕
上
げ
、
沿
線
の

ア
ー
ト
作
品
が
並
ぶ
。

　
車
内
を
彩
る
伝
統
工
芸
品
と
し
て
萩

市
か
ら
は
、萩
ガ
ラ
ス
工
房
が
作
る「
萩

切
子
ガ
ラ
ス
」
が
選
ば
れ
、
乗
客
が
使

う
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
タ
ン
ブ
ラ
ー
と
ロ
ッ

ク
グ
ラ
ス
（
写
真
の
後
列
）
が
新
た
に

作
ら
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
山
陰
本
線
に
新
た
な

観
光
列
車
「
○
○
（
ま
る
ま
る
）
の
は

な
し
」
の
運
行
を
８
月
５
日
（
土
）
か

ら
始
め
る
。
新
下
関
～
東
萩
駅
間
を
快

速
列
車
と
し
て
土
・
日
曜
日
、
祝
日
に

１
日
１
往
復
す
る
。

　
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
今
年
９
～
12

月
に
展
開
す
る
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
「
幕
末
維
新
や
ま
ぐ
ち
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
向
け

た
観
光
客
誘
致
の
一
環
。
沿
線
の
美
し

い
海
岸
線
や
幕
末
の
歴
史
、
食
や
文
化

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
「
は
な
し
」
を
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
沿
線
の
萩
、
長
門
、

下
関
３
市
の
頭
文
字
か
ら
「
は
な
し
」

と
名
付
け
た
。

　
和
風
と
洋
風
の
２
両
編
成
で
、
海
側

に
窓
を
大
き
く
と
り
座
席
を
海
側
に
向

け
て
配
置
、
ゆ
っ
く
り
と
景
色
を
楽

し
め
る
。
伝
統
工
芸
品
を
展
示
す
る

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
、
販
売
カ
ウ
ン
タ
ー
も

設
け
る
。
60
席
全
席
指
定
で
、
乗
車
券

の
ほ
か
５
２
０
円
の
指
定
券
が
必
要
。

■
運
行
時
間　
新
下
関
駅
９
：
59
発
～

東
萩
駅
12
：
57
着
、
東
萩
駅
14
：
13
発

～
新
下
関
駅
17
：
50
着

■
運
行
区
間
（
11
駅
）
新
下
関
～
下
関

～
川
棚
温
泉
～
小
串
～
滝
部
～
特
牛
～

人
丸
～
長
門
市
～
（
復
路
は
仙
崎
）
～

萩
～
東
萩

格子やなまこ壁の外装がリニューアル
された東萩駅

萩ガラス工房のオリジナルグラス、前列は食
堂車で使うグラス、乗車記念の内ひびコップ

夏ミカンやハマユウの花などが描かれた
新観光列車のイメージ図 初登庁の花田町長

　
任
期
満
了
に
伴
う
阿
武
町
長
選
挙
が

４
月
11
日
告
示
さ
れ
、
新
人
の
花
田
憲

彦
氏
（
62
歳
）
の
ほ
か
に
立
候
補
届
け

出
が
な
く
、
無
投
票
で
初
当
選
が
決

ま
っ
た
。
花
田
氏
は
阿
武
町
総
務
課
長

と
し
て
、
前
中
村
秀
明
町
長
（
64
歳
）

を
支
え
て
き
た
。

　
花
田
氏
は
奈
古
出
身
、
萩
高
校
卒

（
26
期
、
昭
和
49
年
卒
）。
１
９
７
５
年

広
島
大
学
政
経
学
部
２
部
に
入
学
し
、

広
島
東
税
務
署
に
勤
務
。
76
年
7
月
、

同
大
を
中
退
し
阿
武
町
職
員
に
。
経
済

課
長
、
企
画
課
長
、
総
務
課
長
な
ど
を

務
め
、
昨
年
３
月
末
に
退
職
。

　
阿
武
町
は
、
１
９
５
５
（
昭
和
30
）

年
に
旧
奈
古
町
、
福
賀
村
、
宇
田
郷

村
が
合
併
し
発
足
。
当
時
の
人
口
は

１
万
７
８
９
人
。
現
在
は
３
４
６
７
人

で
約
３
分
の
１
に
減
少
し
た
。
２
０
０

５
年
、
萩
市
な
ど
１
市
２
町
４
村
の
広

域
合
併
に
は
加
わ
ら
ず
、
単
独
町
制
を

選
択
し
た
。

　
花
田
町
長
は
５
月
１
日
、
初
登
庁
し

「
ま
ず
は
定
住
促
進
対
策
に
取
り
組
む
。

人
口
減
を
い
か
に
食
い
止
め
て
い
く
か
。

周
辺
の
自
治
体
と
も
連
携
し
て
、
住
民

に
満
足
し
て
も
ら
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
」
と
話
し
た
。

山
陰
線
に
新
観
光
列
車

８
月
５
日
か
ら
新
下
関

～
東
萩
駅
間

阿
武
町
長
選
挙　

無
投
票
で
花
田
町
長
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今
年
３
月
４
日
に
開
館
し
た
萩
観
光

の
起
点
施
設
「
萩
・
明
倫
学
者
」
の
入

館
者
が
、
開
館
か
ら
94
日
目
に
当
た
る

６
月
５
日
に
10
万
人
を
突
破
し
た
。

　
入
館
者
は
、
３
月
（
28
日
間
）
３
万

５
千
人
、
４
月
は
２
万
６
千
人
、
５
月

は
３
万
３
千
人
と
予
想
以
上
に
好
調
に

推
移
。
１
日
平
均
１
０
６
３
人
が
入
館

し
た
。
有
料
（
３
０
０
円
）
の
２
号
館

に
も
約
３
割
の
人
が
入
館
。
Ｇ
Ｗ
の
５

月
４
日
の
入
館
者
数
は
過
去
最
高
の

２
９
３
３
人
だ
っ
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
運
営
す
る
「
お
土
産

シ
ョ
ッ
プ
」
も
順
調
で
、
夏
み
か
ん
菓

子
・
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
特
産
の
夏
み
か
ん

関
連
商
品
や
地
酒
が
よ
く
売
れ
て
い
る

と
い
う
。

　
今
年
度
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
自
主
事
業
と
し

て
復
元
教
室
で
来
館
者
を
対
象
に
、「
松

陰
先
生
の
朗
唱
教
室
」
を
月
２
回
（
第

２・４
日
曜
日
）
行
う
。

■
夏
の
帰
省
時
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い

　
萩
市
と
協
働
で
運
営
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
萩
明
倫
学
舎
の
児
玉
崇
理
事
長
（
60

歳
）
は
「
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
旅
行
業
者
を

対
象
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
明
倫
学
舎

は
５
点
満
点
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
4.6
点

と
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
明
倫
小
卒

業
生
に
限
ら
ず
萩
出
身
者
の
方
に
は
、

お
盆
な
ど
帰
省
の
時
に
ぜ
ひ
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
萩
市
は
昨
年
４
月
、
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
正
会
員
の
加
盟
を

申
請
し
た
が
、
９
月
の
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
委
員
会
で
審
査
の
結
果
、
認
定
さ
れ

な
か
っ
た
。
萩
市
が
推
進
し
て
い
る
萩

ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
構
想
と
ジ
オ
パ
ー

ク
構
想
と
の
位
置
づ
け
が
明
確
で
な
く
、

推
進
体
制
の
整
備
に
課
題
が
あ
る
こ
と

な
ど
が
理
由
だ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
点
の
解
決
に
取
り
組

み
、
本
年
度
中
の
申
請
に
向
け
、
３
月

に
は
萩
・
明
倫
学
舎
内
に
ジ
オ
パ
ー
ク

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
４
月

か
ら
ジ
オ
パ
ー
ク
専
門
員
を
職
員
採
用

す
る
な
ど
準
備
を
進
め
て
い
た
。

　
し
か
し
、
本
年
度
は
認
定
基
準
が
こ

れ
ま
で
よ
り
厳
し
く
な
る
こ
と
、
現
在

の
運
営
体
制
や
取
り
組
み
で
は
認
定
基

準
に
達
し
て
い
な
い
と
判
断
し
、
今
年

度
の
申
請
を
見
送
り
、
平
成
30
年
度
の

認
定
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

　
萩
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推
進
協
議
会
で
、

藤
道
萩
市
長
は
「
ジ
オ
パ
ー
ク
は
周
辺

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
施
策
。
ジ

オ
パ
ー
ク
で
ど
の
よ
う
な
地
域
を
つ

く
っ
て
い
く
か
、
１
年
間
じ
っ
く
り
考

え
、
万
全
の
体
制
で
目
指
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

「
萩
ジ
オ
パ
ー
ク
」
今
年

の
申
請
は
見
送
り

　
文
化
庁
は
、
地
域
の
有
形
無
形
文
化

財
を
通
じ
て
日
本
の
文
化
や
伝
統
を
表

現
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
認
定
す
る
「
日

本
遺
産
」
と
し
て
、
４
月
28
日
、
申
請

79
件
か
ら
新
た
に
17
件（
全
認
定
54
件
）

を
認
定
し
た
。

　
萩
・
山
口
・
防
府
の
３
市
が
２
月
に

申
請
し
て
い
た
「
古
代・防
府
、
中
世・

山
口
、
近
世
・
萩
か
ら
幕
末
維
新
に
つ

な
が
る
都
市
遺
産
群
～
自
分
の
足
で
巡

る
時
間
旅
行
の
道
・
萩
往
還
」
は
不
認

定
だ
っ
た
。

　
山
口
県
内
で
は
下
関
市
が
関
門
海
峡

を
挟
ん
だ
北
九
州
市
と
申
請
し
た
「
関

門
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
海
峡
」
が
認
定
さ

れ
た
。

日
本
遺
産　
萩
市
な
ど
申

請
の「
萩
往
還
」は
不
認
定

萩
市
議
会
の
臨
時
会
が
５
月
９
日

開
か
れ
、
３
月
の
市
長
選
で
初
当
選
し

た
藤
道
健
二
市
長
が
就
任
あ
い
さ
つ
を

し
た
。
そ
の
中
で
旧
明
倫
小
学
校
３
、

４
号
棟
お
よ
び
孔
子
廟
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
今
後
の
来
館
者
数
の
推
移
や
博
物

館
な
ど
観
光
ス
ポ
ッ
ト
へ
の
来
場
者

数
、
ホ
テ
ル
の
宿
泊
者
数
な
ど
へ
の
影

響
を
精
査
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
そ
の
役

割
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。整
備
、

移
設
す
べ
き
か
ど
う
か
、
し
な
い
と
す

萩
・
明
倫
学
舎
の
見
直
し

今
年
度
中
に
結
論

れ
ば
建
物
、
跡
地
を
ど
の
よ
う
に
活
用

す
べ
き
か
、
い
っ
た
ん
立
ち
止
ま
っ
て

検
討
す
る
。

検
討
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
で
構

成
す
る
検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
、
移
転

整
備
に
つ
い
て
の
答
申
を
受
け
、
本
年

度
中
に
結
論
を
出
し
た
い
」。

　
組
織
設
置
に
必
要
な
条
例
案
な
ど
は

６
月
議
会
に
提
案
さ
れ
て
い
る
。

　
萩
・
明
治
維
新
１
５
０
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
（
会
長
・
藤
道
萩
市
長
）

は
主
な
記
念
事
業
を
発
表
し
た
。

10
月
29
日
（
日
）
薩
長
「
志
」
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム　
基
調
講
演　
林
修
（
東
進
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
講
師
）

・11
月
17
日（
金
）Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
番
組「
ふ

る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」

・
18
年
１
月　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念
イ

ベ
ン
ト

・
２
月
24
日
（
土
）「
宝
く
じ
ま
ち
の

音
楽
会
」
南
こ
う
せ
つ
、
ウ
ー
・
フ
ァ

ン　
心
の
う
た
コ
ン
サ
ー
ト

・
２
０
１
８
年
度
発
行
予
定　
記
念
漫

画
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」
の
制
作

　
そ
の
他
、
萩
博
物
館
、
県
立
萩
美
術

館
・
浦
上
記
念
館
で
１
５
０
年
記
念
企

画
展
、
市
民
提
案
型
の
記
念
イ
ベ
ン
ト

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

明
治
維
新
１
５
０
年
記
念

事
業

萩
・
明
倫
学
舎　

３
カ
月
で
入
館
者
が
10
万
人
突
破

10 万人セレモニー（左は藤道萩市長）

お土産ショッップの夏みかんコーナー

短
信
ニ
ュ
ー
ス
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香
川
県
出
身
）。
中
村
さ
ん
は
「
山
陰

で
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
や
っ
て
み
た
か
っ

た
。
仕
事
・
旅
行
な
ど
の
40
代
男
性
の

利
用
が
多
い
で
す
。
夏
の
８
８
会
な
ど

同
窓
会
出
席
で
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
３
８・２
１・７
２
８
６

萩
市
瓦
町
20（
シ
モ
セ
ス
タ
ジ
オ
隣
り
）

料
金
／
ド
ミ
ト
リ
ー
（
４
名
ま
で
）

２
６
０
０
円
、
個
室　
１
名
３
５
０
０

円
、
２
名
６
０
０
０
円

時
間
／
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
16
：
00
～
22
：

30
、
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
～
11
：
00

駐
車
場
／
あ
り

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
／
１
日
５
０
０
円

（
３
時
間
以
内
無
料
）

　
ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
に
ア
パ
ー
ト
感
覚

で
利
用
で
き
る
戸
建
て
ス
タ
イ
ル
の
宿

泊
施
設
が
、
２
０
１
７
年
３
月
、
田
町

商
店
街
の
旧
萩
郵
便
局
跡
地
に
オ
ー
プ

ン
。

　
萩
出
身
者
で
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
際
の
宿

　
旅
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
広
が
っ
て

い
る
。「
人
と
の
出
会
い
、関
わ
り
合
い
」

を
求
め
る
気
分
を
醸
成
し
て
く
れ
る
の

が
日
本
各
地
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
。
部
屋

に
よ
っ
て
は
ト
イ
レ
、
浴
室
が
な
く
共

用
の
場
合
も
あ
り
、
ド
ミ
ト
リ
ー
（
相

部
屋
）
な
ど
が
特
徴
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

以
外
に
も
、
比
較
的
安
価
な
料
金
で
利

用
で
き
る
宿
泊
施
設
が
萩
市
内
に
オ
ー

プ
ン
し
て
い
る
。

　
山
口
県
初
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
し
て

２
０
１
３
年
10
月
、
萩
バ
ス
セ
ン
タ
ー

近
く
に
オ
ー
プ
ン
。

　
ホ
テ
ル
な
ど
と
違
う
の
は
、
宿
泊
者

同
士
で
交
流
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、

寝
泊
り
す
る
部
屋
が
ド
ミ
ト
リ
ー
と
呼

ば
れ
る
相
部
屋
の
場
合
、
そ
の
場
に
居

合
わ
せ
た
人
同
士
と
の
出
会
い
が
楽
し

め
る
こ
と
。

　
お
洒
落
で
居
心
地
の
い
い
１
階
の
広

い
ス
ペ
ー
ス
（
カ
フ
ェ
兼
用
）
は
、
宿

泊
客
だ
け
で
な
く
、
気
軽
に
立
ち
寄
る

地
元
の
人
々
と
も
交
流
で
き
る
空
間
で

す
。

　
オ
ー
ナ
ー
は
脱
サ
ラ
（
旅
館
・
飲

食
業
）
し
て
神
奈
川
県
か
ら
12
年
に

Ｕ
タ
ー
ン
し
た
塩
満
直
弘
さ
ん
（
萩

工
業
03
年
卒
、
32
歳
）。
塩
満
さ
ん
は

「
そ
の
土
地
の
こ
と
を
知
る
た
め
に
は
、

ウ
ェ
ブ
上
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
目
を
通

す
だ
け
で
な
く
、
地
の
人
と
直
接
触
れ

合
っ
て
み
る
こ
と
、
そ
れ
が
一
番
の
近

道
で
す
」
と
話
し
て
い
る
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
３
８・２
１・７
４
３
５

萩
市
唐
樋
町
92
（
田
町
駐
車
場
近
く
）

料
金
／
ド
ミ
ト
リ
ー
２
８
０
０
円
（
15

名
ま
で
、
女
性
専
用
も
あ
り
）、
個
室

１
名
４
５
０
０
円
、
２
名
７
５
０
０
円
、

３
名
１
万
円

時
間
／
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
16
：
00
～
22
：

00
、
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
～
10
：
00

駐
車
場
／
近
隣
駐
車
場
利
用

　
世
界
遺
産
の
萩
城
下
町
の
近
く
に

２
０
１
５
年
７
月
オ
ー
プ
ン
。

　
個
室
、
ド
ミ
ト
リ
ー
（
２
段
ベ
ッ
ド

の
相
部
屋
、
女
性
専
用
も
あ
り
）
を
備

え
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
型
の
簡
易
宿
所
。

明
る
い
雰
囲
気
の
館
内
は
、
自
炊
ス

ペ
ー
ス
な
ど
の
設
備
も
充
実
し
、
観
光

拠
点
と
し
て
、
ま
た
出
張
、
用
事
で
の

帰
省
で
利
用
す
る
な
ど
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
に
快
適
に
過
ご
せ
ま
す
。　
　
　

　
オ
ー
ナ
ー
は
宮
島
で
外
国
人
向
け
の

「
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
ズ
宮
島
」
勤
務
後
、

Ｉ
タ
ー
ン
し
た
中
村
美
緒
さ
ん
（
31
歳
、

特 集
新
し
い
形
の
宿
泊
施
設
が
オ
ー
プ
ン

■
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
ｒル

コ

ｕ
ｃ
ｏ

人
・
モ
ノ
・
コ
ト
が
交
わ
る
場

■
旅
人
の
宿　
は
ぎ
タ
イ
ム

城
下
町
・
菊
屋
家
住
宅
の
す
ぐ
近

く

■
ビ
ジ
ネ
ス
コ
テ
ー
ジ
「
グ
ラ

ン
・
ジ
ュ
テ
萩
」

田
町
商
店
街
に
宿
泊
施
設

もと楽器店の４階建てビル
を活用した ruco ルコ

外
国
人
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
を
案
内
す
る

塩
満
直
弘
さ
ん
（
右
）、１
階
の
カ
フ
ェ

は
地
域
の
人
や
旅
人
で
常
に
賑
わ
う

泊
、
長
期
滞
在
な
ど
も
可
能
。
運
営
す

る
の
は
長
門
市
で
同
様
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ

テ
ー
ジ
を
経
営
す
る
「
グ
ラ
ン
・
ジ
ュ

テ
長
門
」。
常
駐
し
て
い
る
取
締
役
の

大
田
章
さ
ん
は
「
ア
ー
ケ
ー
ド
の
後
ろ

に
あ
る
隠
れ
家
的
な
宿
を
一
度
ご
覧
く

だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
る
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
３
８・２
１・５
１
０
０

萩
市
東
田
町
28
︲
２
（
お
も
ち
ゃ
き
く

や
隣
り
）

料
金
／
ビ
ジ
ネ
ス
コ
テ
ー
ジ
（
１
名
）

５
２
５
０
円
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
テ
ー
ジ

１
名
５
５
０
０
円
、
２
名
９
０
０
０
円

な
ど

時
間
／
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
15
：
00
～
、

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
～
10
：
00

駐
車
場
／
あ
り
（
無
料
）
14
台

バ
ス
・
ト
イ
レ
、
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境
全
室

完
備

電
気
自
動
車
充
電
設
備
（
20
～
翌
日
８

時
）
無
料

も
と
喫
茶
店
を
改
装
し
た
は
ぎ
タ
イ
ム

中
村
美
緒
さ
ん
、
自
炊
も
で
き
る

共
有
ス
ペ
ー
ス

長らく空き地だった萩郵便局跡地に
戸建てのコテージ 10 室
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市
内
外
求
職
者
の
「
ひ
と
」
と
、
市

内
事
業
所
の
「
し
ご
と
」
を
ネ
ッ
ト
上

で
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
シ
ス
テ
ム
が
構
築

さ
れ
、４
月
か
ら
「
萩
暮
ら
し
ネ
ッ
ト
」

と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
サ
イ
ト
は
、
萩
市
の
経
済
規
模

に
合
わ
せ
た
形
で
、
萩
市
内
の
「
し
ご

と
」
を
具
体
的
に
見
え
る
化
し
た
ペ
ー

ジ
と
、
求
職
者
が
仕
事
と
合
わ
せ
て
関

心
が
あ
る
「
移
住
に
関
す
る
情
報
」
等

も
網
羅
し
た
総
合
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
。

　
藤
道
健
二
市
長
は
「
現
在
、
萩
市
の

有
効
求
人
倍
率
は
１・40
台
（
28
年
度
）

で
意
外
に
も
人
手
不
足
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
移
住
し
て
萩
で
働
き
た
い
人
た

ち
は
ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
か
分
か
ら
な

い
と
い
う
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
て
い
る
。

移
住
・
定
住
な
ど
雇
用
の
改
善
に
努
め

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

■
サ
イ
ト
の
内
容

・
求
職
者
、
求
人
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
会

員
登
録
。
サ
イ
ト
内
で
相
互
情
報
交
換

す
る
こ
と
で
就
業
に
つ
な
げ
る
シ
ス
テ

ム・
各
企
業
の
仕
事
内
容
を
画
像
付
き
で

具
体
的
に
掲
載
す
る
ペ
ー
ジ
「
萩
の
し

ご
と
」を
掲
載
し
、既
存
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
の
差
別
化
を
図
る

・
移
住
者
目
線
を
取
り
入
れ
た
「
萩
暮

ら
し
」
全
般
の
情
報
を
掲
載
。

ア
ド
レ
スhttps://hagigurashi.

net/◎
ひ
と
・
し
ご
と
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業

　
昨
年
８
月
に
産
学
官
連
携
で
立
ち
上

が
っ
た
「
萩
市
ひ
と
・
し
ご
と
マ
ッ
チ

ン
グ
推
進
協
議
会
」
主
催
の
関
連
事
業

に
お
い
て
、「
地
方
で
の
新
し
い
働
き

方
の
創
生
」
を
目
的
と
し
た
事
業
展
開

に
よ
り
、「
萩
暮
ら
し
ネ
ッ
ト
」
構
築
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
開
設
、「
プ
ロ

　
働
き
方
改
革
が
叫
ば
れ
る
中
、
テ
レ

ワ
ー
ク
（
遠
隔
勤
務
）
の
一
環
と
し
て

自
宅
や
移
動
先
で
柔
軟
に
仕
事
が
で
き

る
「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」
が
人
気
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
は
、
企
業
ま

た
は
団
体
の
本
拠
か
ら
離
れ
た
所
に
設

置
さ
れ
る
オ
フ
ィ
ス
。

　
萩
市
で
は
、
田
町
商
店
街
の
ビ
ジ
ネ

ス
コ
テ
ー
ジ
「
グ
ラ
ン
・
ジ
ュ
テ
萩
」

の
テ
ナ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
を
借
り
て
、
都

市
部
の
企
業
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

を
誘
致
し
た
。
東
京
の
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業

の
ダ
ン
ク
ソ
フ
ト
、
コ
ス
モ
ピ
ア
が
５

月
か
ら
開
設
し
た
。

　
こ
の
施
設
が
あ
れ
ば
、
萩
に
中
期
滞

在
し
て
、
お
試
し
で
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
を
開
設
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

運
営
は
エ
コ
・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
協
議
会

（
ダ
ン
ク
ソ
フ
ト
内
）。

■
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
機
能
も

　
各
個
人
が
独
立
し
て
働
き
な
が
ら
、

相
互
に
ア
イ
デ
ア
や
情
報
交
換
が
で
き

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
観

光
や
出
張
で
萩
を
訪
れ
た
方
が
、
急
な

仕
事
で
ち
ょ
っ
と
仕
事
が
し
た
い
と
い

う
場
合
に
も
便
利
で
す
。

■
さ
ら
に
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
機
能
も

　
充
実
し
た
ネ
ッ
ト
環
境
の
も
と
、
１

日（
１
０
０
０
円
）単
位
で
利
用
で
き
る
。

住
所　
〒
７
５
８・０
０
４
７　
萩
市

東
田
町
28
︲
２

　
つ
い
に
、
萩
市
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
が
で
き
ま
し
た
！
田
町
商
店
街

の
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
あ
た
り
。
昔
を
知

る
方
々
に
は
懐
か
し
い
、
旧
郵
便
局
跡

地
で
す
。
今
年
オ
ー
プ
ン
し
た
宿
泊
施

設
、
グ
ラ
ン
・
ジ
ュ
テ
萩
様
か
ら
場
所

を
ご
提
供
い
た
だ
い
て
、
商
店
街
側
が

全
面
ガ
ラ
ス
張
り
の
、
小
さ
い
け
れ
ど

も
と
て
も
明
る
い
施
設
で
す
。

　
施
設
内
に
は
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
Ｗ
ｅ
ｂ

議
に
出
席
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
お

買
い
物
に
来
た
方
々
が
ひ
っ
き
り
な
し

に
顔
を
覗
か
せ
て
、
こ
こ
は
何
が
で
き

た
の
か
と
尋
ね
ら
れ
ま
す
の
で
、
テ
レ

ワ
ー
ク
を
実
現
す
る
場
で
す
と
お
答
え

し
て
い
ま
す
。

　
私
の
よ
う
に
他
所
で
会
社
を
営
ん
で

い
る
も
の
に
と
っ
て
は
、
こ
こ
は
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
。
時
々
東
京
を
離
れ

て
仕
事
を
す
る
場
で
す
が
、
利
用
形
態

に
つ
い
て
い
え
ば
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
と
も
言
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

会
社
が
独
立
し
た
ブ
ー
ス
を
も
つ
わ
け

で
は
な
く
、
混
然
一
体
と
な
っ
て
仕
事

を
す
る
場
の
こ
と
で
す
。
Ｓ
ｏ
︲
Ｓ

ａ
ｙ 

Ｌ
ａ
ｂ
・（
ソ
ー
セ
イ
・
ラ
ボ
）

は
、
萩
の
起
業
家
や
そ
の
卵
の
オ
フ
ィ

ス
と
し
て
や
、
単
発
の
利
用
も
可
能
で

す
。
い
ろ
い
ろ
な
目
的
の
人
た
ち
が
、

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
に
集
う
こ
と

に
よ
り
、
創
発
が
起
こ
り
、
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
働
き
方
が
萩
で

も
で
き
る
こ
と
を
子
供
た
ち
に
知
っ
て

も
ら
い
、
可
能
性
の
幅
を
広
げ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
ソ
ー
セ
イ
・
ラ
ボ
の
「
ソ
ー
セ
イ
」

と
は
、
地
方
創
生
と
、
毛
利
敬
親
公
の

口
癖
「
そ
う
せ
い
」
を
か
け
て
名
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。
や
り
た
い
こ
と
、
思
い

つ
い
た
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
、
お

互
い
に
「
そ
う
せ
い
！
」
と
背
中
を
押

し
あ
っ
て
、
萩
の
創
生
に
つ
な
が
る
こ

と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

田町商店街から見たソーセイラボ

月に数度、ソーセイラボを利用するダンク
ソフト社員の大草快貴さん（長門市在住）

田
町
商
店
街
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
「
Ｓ
ｏ
︲
Ｓ
ａ
ｙ

Ｌ
ａ
ｂ
．
ソ
ー
セ
イ　
ラ
ボ
」
が
５
月
オ
ー
プ
ン

「
ひ
と
」と「
し
ご
と
」を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
総
合
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
「
萩
暮
ら
し
ネ
ッ
ト
」
４
月
公
開

旅
す
る
よ
う
に
仕
事
を
す
る

コ
ス
モ
ピ
ア
（
東
京
都
）
代
表　
田
子
み
ど
り
（
萩
市
出
身
）

会
議
の
設
備
も
設

置
さ
れ
、
通
常
の

デ
ス
ク
ワ
ー
ク
を

す
る
に
は
何
の
不

足
も
あ
り
ま
せ
ん
。

萩
か
ら
東
京
の
会

ラ
イ
タ
ー
養

成
講
座
」
が

行
わ
れ
た
。

　
商
工
振
興

課
の
担
当
・

村
田
直
之
さ

ん
（
39
歳
）
は
「
官
民
一
体
で
新
た
な

事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ　
萩
市
商
工
振
興
課　

０
８
３
８・２
５・３
８
１
１
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. 1ネ
パ
ー
ル
＆
イ
ン
ド
料
理
（
大
阪
北
浜
）

Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｋ
ａ
ｍ
ａ
ｎ
ａ
（
マ
ナ
カ
マ
ナ
）

（
旧
旭
村
明
木
出
身
、大
阪
府
北
区
在
住
、39
歳
）

矢や

だ田 

貴た

か

こ子
さ
ん

　
20
年
前
の
私
は
、
都
会
の
暮
ら
し
に

憧
れ
、
田
舎
を
飛
び
出
し
た
「
親
不
孝

の
世
間
知
ら
ず
」
で
し
た
。
そ
ん
な
私

が
、
大
阪
の
ビ
ジ
ネ
ス
街
、
北
浜
で
ネ

パ
ー
ル
人
の
夫
と
共
に
店
を
構
え
て
今

年
で
10
年
。

　
大
学
卒
業
後
、
あ
る
種
の
興
味
も
手

伝
っ
て
宝
塚
歌
劇
団
の
舞
台
衣
装
等
の

制
作
会
社
に
入
社
。
営
業
職
を
希
望
し

て
い
ま
し
た
が
、
な
ん
の
因
果
か
制
作

現
場
へ
身
を
置
く
こ
と
に
。「
何
事
も

そ
し
て
、
一
時
帰
国
し
て
い
た
夫
の
故

郷
ネ
パ
ー
ル
へ
会
社
の
休
暇
を
利
用
し

て
渡
航
。
初
め
て
の
海
外
旅
行
、
異
国

の
地
で
し
た
。
首
都
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
か

ら
西
へ
約
２
０
０
キ
ロ
。
ポ
カ
ラ
の
湖

か
ら
見
た
夕
陽
に
照
ら
さ
れ
た
ヒ
マ
ラ

ヤ
山
脈
は
眩
し
く
輝
く
紅
緋
色
。
言
葉

を
失
い
ま
し
た
。
世
界
の
最
貧
国
の
ひ

と
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
ネ
パ
ー
ル
で
す
が
、

自
然
と
共
に
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
人
々

の
暮
ら
し
ぶ
り
は
と
て
も
豊
か
に
感
じ

ら
れ
、
こ
れ
こ
そ
人
間
の
本
質
な
の
で

は
と
、
目
の
覚
め
る
思
い
で
し
た
。

　
帰
国
後
に
転
職
。
世
界
中
を
自
転
車

で
旅
し
た
経
歴
を
持
つ
社
長
の
下
、
エ

ス
ニ
ッ
ク
衣
料
卸
の
会
社
に
勤
務
。
長

年
、
料
理
の
世
界
で
生
き
て
き
た
夫

の
「
自
分
の
店
を
持
つ
」
と
い
う
念
願

を
叶
え
る
べ
く
退
社
。「
誰
か
が
見
て

い
な
く
て
も
、
あ
な
た
の
努
力
は
太
陽

が
見
て
い
る
か
ら
、
太
陽
は
常
に
あ
な

た
の
頭
の
上
に
あ
る
か
ら
」
と
温
か
い

言
葉
で
送
り
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　
オ
ー
プ
ン
に
あ
た
っ
て
、
乗
り
越
え

る
課
題
が
山
積
み
。
大
阪
に
は
飲
食
店

が
星
の
数
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
お
客
様
の

絶
対
数
は
海
外
か
ら
の
旅
行
者
を
含
め

て
一
時
的
に
増
え
ま
す
が
根
本
的
に
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
続
け
て
い

く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
３
６
５

日
、
毎
日
考
え
る
日
々
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　
大
阪
で
は
、
い
え
全
国
的
に
も
、
イ

ン
ド
も
ネ
パ
ー
ル
も「
カ
レ
ー
と
ナ
ン
」

の
国
と
い
う
イ
イ
メ
ー
ジ
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
実
際
は
北
イ
ン
ド
を
中
心
に
、

お
店
で
食
べ
る
料
理
に
そ
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
だ
け
で
、
ス
パ
イ
ス
を
使
っ

た
料
理
は
多
種
多
様
で
す
。
ネ
パ
ー
ル

は
と
い
う
と
、
多
民
族
、
各
家
庭
に
よ

る
料
理
、民
俗（
民
族
）食
が「
ネ
パ
ー

ル
料
理
」
と
括
ら
れ
る
の
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
ネ
パ
ー
ル
の
気
候
、
風
土
か

ら
賜
る
農
作
物
。
自
然
の
循
環
に
逆
ら

わ
な
い
「
し
き
た
り
＝
ヒ
ン
ド
ゥ
教
」

の
副
産
物
で
あ
る
肉
。
そ
れ
ら
を
大
切

に
い
た
だ
く
国
民
食
「
ダ
ル・バ
ー
ト
」。

　
ネ
パ
ー
ル
の
食
と
文
化
を
伝
え
る
こ

と
を
根
幹
に
営
業
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
時
に
「
私
た
ち
の
想
い
と
お
客
様

か
ら
求
め
ら
れ
る
も
の
、
味
に
ズ
レ

は
無
い
か
」、
立
ち
止
ま
り
、
見
て
聴

い
て
考
え
、
や
っ
て
み
る
。
こ
の
繰
り

返
し
で
す
。「
続
け
る
こ
と
は
難
し
い
」、

そ
う
感
じ
ま
す
。

　
一
方
、
地
元
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
毎
年
５
月
連
休
（
３・４
日
）「
萩

往
還
ま
つ
り
・
技
・
明
木
展
」
に
出
店
。

そ
こ
で
感
じ
る
の
は
、
お
も
て
な
し
の

心
、
明
木
の
魅
力
を
伝
え
た
い
、
遺
し

た
い
と
い
う
思
い
、
地
元
の
有
志
の

方
々
の
続
け
る
た
め
の
努
力
、
結
束
力
、

機
動
力
。
こ
ん
な
こ
と
一
人
じ
ゃ
で
き

ま
せ
ん
。
自
然
の
豊
か
さ
も
含
め
て
、

こ
の
土
地
が
生
ん
だ
有
形
無
形
の
財
産

だ
と
思
い
ま
す
。

　
街
に
は
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
市
場
が
多
く

情
報
量
の
多
さ
に
、
自
然
の
一
部
で
あ

る
人
間
の
本
来
の
暮
ら
し
や
心
を
見
失

い
ま
す
。
こ
こ
に
は
街
に
は
な
い
豊
か

さ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
目
立
つ
の

は
人
口
の
減
少
、
空
き
家
の
増
加
ば
か

り
で
虚
無
感
ば
か
り
募
り
ま
す
。

　
土
地
土
地
の
暮
ら
し
や
文
化
を
踏
ま

え
て
、
訪
れ
た
い
人
だ
け
で
な
く
地
元

の
人
、
住
み
た
い
人
を
増
や
す
た
め
に

何
か
。
た
と
え
ば
空
き
家
の
再
生
・
活

用
に
よ
る
地
域
再
生
な
ど
。
一
番
有
効

に
生
か
す
方
法
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

の
か
な
と
思
い
ま
す
。
歴
史
の
上
に
立

つ
、
乗
る
の
で
は
な
く
、
歴
史
と
共
に

呼
吸
し
て
い
く
よ
う
な
。

　
ひ
と
つ
夢
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
、

チ
ュ
ロ
（
ネ
パ
ー
ル
語
で
竈
の
こ
と
）

の
あ
る
ネ
パ
ー
ル
料
理
店
、
地
元
の
民

俗
資
料
の
あ
る
図
書
館
（
自
由
に
閲

覧
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
）
併
設
。
時
折
、

老
若
男
女
問
わ
ず
集
ま
れ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
で
き
る
よ
う
な
場
づ

く
り
。
自
然
に
寄
り
添
っ
た
暮
ら
し
の

実
現
の
可
能
性
を
、
ふ
る
さ
と
に
見
出

し
て
い
ま
す
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

萩
高
１
９
９
６
年
卒
、
大
阪
芸
術
大
学 

芸
術
学
部 

芸
術
計
画
学
科
卒

職
歴
／
大
谷
衣
裳
株
式
会
社
、（
宝
塚

歌
劇
団
等
の
舞
台
衣
装
制
作
）、
株
式

会
社
ケ
イ
ツ
ウ
カ
ン
パ
ニ
ー
（
婦
人
エ

ス
ニ
ッ
ク
衣
料
の
卸
）

２
０
０
６
年
 
ネ
パ
ー
ル
人
で
あ
る
主

人
と
結
婚
、
07
年
２
月
 
ネ
パ
ー
ル
＆

イ
ン
ド
料
理M

anakam
ana

オ
ー
プ

ン
。

オ
ー
プ
ン
当
初
よ
り
ネ
パ
ー
ル
の
食
文

化
の
発
信
に
努
め
る
。
一
方
で
食
べ
る

こ
と
、
暮
ら
す
こ
と
へ
の
関
心
か
ら
、

16
年 「
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
」
の
概
念

に
出
会
い
、
実
践
の
日
々
を
送
る
。

※
パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
＝
パ
ー
マ
ネ
ン

ト（
永
続
的
）、ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー（
農

業
）、
カ
ル
チ
ャ
ー
（
文
化
）

10
年
前
、
大
阪
に
ネ
パ
ー
ル
＆
イ

ン
ド
料
理
店
を
オ
ー
プ
ン
す
る
ま

で

M
anakam

ana 

マ
ナ
カ
マ
ナ
の

こ
と

ネ
パ
ー
ル
の
食
と
文
化
を
伝
え
る
「
萩
往
還
ま
つ
り　
技
・
明
木
展
」

へ
の
出
店

明
木
の
魅
力
を
伝
え
た
い

努
力
次
第
で
為
せ
ば

成
る
」
と
信
じ
て
務

め
て
い
ま
し
た
が
、

「
何
に
」「
何
処
に
」

と
い
う
終
着
点
を
持

た
ぬ
ま
ま
の
努
力
と

い
う
の
は
、
空
気
を

摑
む
よ
う
な
も
の
で

心
身
と
も
に
疲
労
。

　
そ
ん
な
折
、
会
社

の
同
僚
に
誘
わ
れ
て

行
っ
た
「
ネ
パ
ー
ル

の
お
正
月
を
祝
う

パ
ー
テ
ィ
ー
」
で
夫

に
出
会
い
ま
し
た
。

ご主人のタパ・ジャガット・バハドゥーさん
と萩往還まつりに出店
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■
萩
周
辺
は
有
名
な
竹
の
産
地

　
萩
市
周
辺
に
は
良
質
な
竹
が
自
生
し

て
お
り
、
古
く
か
ら
竹
の
産
地
と
し
て

も
有
名
で
す
。
萩
で
採
れ
る
竹
は
、
気

候
条
件
な
ど
に
よ
り
他
の
地
域
に
比
べ

て
硬
く
粘
り
が
あ
り
、
肉
厚
で
繊
維
の

密
度
が
高
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
昔
か
ら
「
高
級
和
す
だ
れ
」

等
の
材
料
と
し
て
使
用
さ
れ
、
高
い
評

価
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　
近
年
は
、
竹
製
品
の
需
要
が
減
少
し

た
こ
と
に
よ
り
竹
産
業
が
衰
退
化
、
使

わ
れ
な
く
な
っ
た
竹
は
繁
茂
を
は
じ
め
、

森
林
や
里
山
を
侵
食
す
る
と
い
う
環
境 ま

る
ご
と
に
っ
ぽ
ん「
萩
の
風
」（
東
京・浅
草
）取
扱
商
品

「
萩
の
竹
」
で
エ
コ
と
北
欧
デ
ザ
イ
ン
の
融
和
し
た
家
具
を
販
売

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ　
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ　
Ｈ
ａ
ｇ
ｉ
（
タ
ケ
・
ク
リ
エ
イ
ト
・
ハ
ギ
）
株
式
会
社

ｅ　
Ｈ
ａ
ｇ
ｉ
で
は
、
こ
の
竹
素
材
の

良
さ
を
生
か
し
、
デ
ザ
イ
ン
性
・
ク
オ

リ
テ
ィ
の
高
い
イ
ン
テ
リ
ア
家
具
を
創

造
し
て
い
ま
す
。

■
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ　
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ　
Ｈ
ａ

ｇ
ｉ
株
式
会
社
・
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

萩
市
大
字
江
向
４
５
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
３
８・２
２・０
０
５
８

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
３
８・２
２・０
１
２
７

８：30
～
17：00（
第
２・４
土
曜
、日
曜・

祝
日
定
休
）

■
ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
「
萩
の
風
」

東
京
都
台
東
区
浅
草
２
︲
６
︲
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３・５
８
２
８・５
０
５
５

問
題
に
ま
で
発
展
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
竹
を
活
用
し
て
新
た

な
産
業
興
し
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、

行
政
を
は
じ
め
地
域
の
経
済
団
体
等
が

具
体
的
な
取
り
組
み
を
開
始
し
試
行
錯

誤
を
経
て
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
家
具

類
を
製
造
す
る
こ
と
と
な
り
、
Ｔ
Ａ
Ｋ

Ｅ　
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ　
Ｈ
ａ
ｇ
ｉ
㈱
が

２
０
０
６
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。

■
竹
は
エ
コ
素
材

　
竹
の
成
長
は
木
と
比
べ
て
非
常
に
早

く
、
３
～
５
年
で
伐
採
が
で
き
る
た
め
、

森
林
伐
採
に
よ
る
資
源
枯
渇
や
地
球
温

暖
化
な
ど
、
環
境
問
題
を
考
え
た
と
き

に
と
て
も
エ
コ
な
素
材
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。

■
独
自
の
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ

　
硬
い
た
め
加
工
が
難
し
い
と
さ
れ
る

竹
材
を
、
独
自
の
技
術
開
発
に
よ
り
、

「
正
確
な
曲
げ
技
術
」
や
「
立
体
的
な

加
工
技
術
」
を
確
立
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
木
で
は
表
現
で
き
な
い
、
し

な
や
か
で
美
し
い
曲
面
デ
ザ
イ
ン
を
実

現
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
竹
は
硬
く
弾
力
性
に
優
れ
非

常
に
強
い
素
材
で
す
の
で
、
軽
量
な
が

ら
も
強
度
の
あ
る
製
品
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ　
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ

　
北
イ
ン
ド
で
修
業
を
積
ん
だ
オ
ー

ナ
ー
シ
ェ
フ
、
ネ
パ
ー
ル
人
の
タ
パ

さ
ん
が
提
供
す
る
、
故
郷
ネ
パ
ー
ル

の
味
と
北
イ
ン
ド
料
理
。
お
す
す
め

は
ネ
パ
ー
ル
ラ
ン
チ
、
ネ
パ
ー
ル
の

国
民
的
定
食
「
ダ
ル
・
バ
ー
ト
」
の

ス
タ
イ
ル
で
す
。

　
店
名
の
マ
ナ
カ
マ
ナ
は
、
ネ
パ
ー

ル
に
あ
る
「
大
願
成
就
」
を
司
る
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
寺
院
マ
ナ
カ
マ
ナ
に
ち
な

ん
で
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
食
か
ら

始
ま
る
異
文
化
交
流
を
目
指
し
、
ネ

パ
ー
ル
の
食
と
文
化
を
お
届
け
し
ま

す
。

住
所
／
大
阪
市
中
央
区
平
野
町
１
︲

６
︲
10　
サ
ン
ケ
ン
北
浜
ビ
ル
地
下

１
階

ア
ク
セ
ス
／
地
下
鉄
堺
筋
線
北
浜
駅

５
番
出
口
よ
り
徒
歩
５
分
、
京
阪
本

線
北
浜
駅
よ
り
徒
歩
10
分

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
０
６・６
２
３
１・５
０
８

７営
業
時
間
／
ラ
ン
チ　
11
：
00
～

15
：
00
（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー　
14
：

30
）、
デ
ィ
ナ
ー　
17
：
00
～
23
：

00
（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー　
22
：
30
）

定
休
日
／
年
中
無
休
（
年
末
年
始
を

除
く
）

席
数
／
33
席
（
カ
ウ
ン
タ
ー
、
テ
ー

ブ
ル
、
座
敷
）

シ
リ
ー
ズ
萩
の
逸
品
②

私のお店外観　オレンジ色の看板が目
印、らせん階段で地下店内へ

ネパール定食
ダル・バート

北浜駅から堺筋（平野町１）の交差点を東へ約100ｍ

曲げ技術を最大限活用したイス「me-ba-e」

北欧デザインのテーブルとイス「tsubaki」シリーズ
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萩
で
生
ま
れ
、
椿
西
小
学
校
、
萩
東

中
学
校
、
萩
高
校
と
過
ご
し
、
２
０
０

６
年
（
平
成
18
）
高
校
卒
業
後
は
埼
玉

大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
将

来
こ
の
職
業
に
就
き
た
い
と
い
う
よ
う

な
具
体
的
な
思
い
は
な
く
、
何
と
な
く

選
ん
だ
経
済
学
部
経
営
学
科
で
し
た
が
、

簿
記
の
勉
強
会
を
し
て
い
る
ジ
ュ
ニ
ア

会
計
士
同
好
会
と
い
う
サ
ー
ク
ル
に
入

会
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
公
認
会

計
士
の
資
格
の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。

　
大
学
時
代
は
良
い
仲
間
、
素
晴
ら
し

い
先
輩
に
出
会
え
、
切せ

っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
し
な
が

ら
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
公
認
会
計
士
試
験
に
合
格

し
た
の
は
大
学
３
年
次
の
時
で
、
ち
ょ

う
ど
前
後
数
年
間
で
合
格
率
が
ぐ
っ
と

上
が
っ
た
時
期
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

運
よ
く
合
格
で
き
ま
し
た
。

　
在
学
中
に
資
格
を
取
得
し
た
人
の
多

く
は
、
卒
業
後
、
大
手
の
監
査
法
人
へ

の
入
所
を
目
指
し
就
職
活
動
し
て
い
ま

し
た
が
、
何
千
人
も
の
資
格
を
持
つ
ス

タ
ッ
フ
が
い
る
環
境
の
中
で
、
替
え
が

利
く
歯
車
の
一
つ
と
し
て
働
く
こ
と
に

魅
力
を
見
出
せ
ず
、
大
手
以
外
の
監
査

法
人
も
視
野
に
入
れ
て
就
職
活
動
を
し

ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
都
内
の
中
小
監
査
法
人

に
就
職
す
る
こ
と
に
な
り
、
入
所
は
大

学
３
年
次
の
12
月
だ
っ
た
の
で
、
在
学

中
は
非
常
勤
勤
務
で
し
た
が
、
そ
の
ま

ま
卒
業
後
も
、
同
監
査
法
人
で
約
７
年

間
勤
務
し
ま
し
た
。
在
職
７
年
間
で
上

場
企
業
10
社
程
度
に
関
与
さ
せ
て
も
ら

い
、
密
度
の
高
い
仕
事
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
萩
に
帰
っ
て
き
た
の
は
、
自
分
が
子

育
て
を
す
る
年
代
と
な
り
、
自
分
が
生

ま
れ
育
っ
た
町
で
子
育
て
を
し
た
い
気

持
ち
が
大
き
く
な
っ
た
か
ら
で
す
。
待

機
児
童
も
少
な
く
、
食
も
安
全
で
地
域

ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
見
守
る
環
境
が
あ

る
萩
は
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

町
だ
と
思
い
ま
す
。

　
仕
事
の
面
で
は
、
税
理
士
の
仕
事
を

す
る
選
択
肢
も
あ
り
ま
し
た
が
、
社
会

に
出
て
会
計
の
仕
事
以
外
に
就
い
た
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
他
の
職
業
に
も
少

し
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ

の
頃
、
ふ
と
目
に
し
た
地
域
情
報
誌
に
、

道
の
駅
・
萩
往
還
の
店
長
候
補
の
求
人

が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
学
生
時
代
、
学

級
委
員
や
生
徒
会
な
ど
で
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
す
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
こ
れ
は
と
思
い
応
募
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
面
接
で
駅
長
（
篠
原
充
さ

ん
）
か
ら
道
の
駅
・
萩
往
還
の
コ
ン
セ

プ
ト
や
経
営
理
念
な
ど
の
話
を
伺
い
、

関
心
は
魅
力
に
変
わ
り
、
腰
を
据
え
て

や
っ
て
み
よ
う
と
２
０
１
５
年
７
月
に

就
職
し
ま
し
た
。

　
大
学
在
学
中
に
公
認
会
計
士
の
資
格

を
取
得
し
、
現
在
は
道
の
駅
・
萩
往
還

で
働
く
野
菜
ソ
ム
リ
エ
プ
ロ
・
土
田
愛

美
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

道
の
駅
「
萩
往
還
」
農
産
物
直
売
所
で

野
菜
ソ
ム
リ
エ
プ
ロ
と
し
て
活
躍

公
認
会
計
士

就
職

萩
往
還
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

帰
郷

　
道
の
駅
・
萩
往
還
で
は
、
通
常
業
務

を
覚
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
前
任
者

が
持
っ
て
い
た
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
資
格

取
得
を
勧
め
ら
れ
、
業
務
と
は
別
に
並

行
し
て
勉
強
し
ま
し
た
。
今
で
は
中
級

資
格
の
「
野
菜
ソ
ム
リ
エ
プ
ロ
」
を
取

得
し
て
い
ま
す
。
勉
強
し
て
い
く
う
ち

に
、
萩
の
野
菜
の
お
い
し
さ
を
改
め
て

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
道
の
駅
・
萩
往
還
内
に
あ
る
農
産
物

直
売
所
「
菜な

な
い
ろ

々
色
マ
ル
シ
ェ
」
で
は
、

萩
の
選
り
す
ぐ
り
の
農
産
物
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
お
店
に
立

つ
以
外
に
も
、
毎
月
第
２
月
曜
日
に
萩

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
番
組
「
萩
あ
れ
こ

れ
」内
の
情
報
コ
ー
ナ
ー「
愛

あ
い
さ
い菜

通
信
」

で
、
マ
ル
シ
ェ
が
取
り
扱
っ
て
い
る
旬

の
野
菜
や
果
物
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
道
の
駅
・
萩
往
還
は
萩
の
玄
関
口
と

言
え
る
場
所
に
あ
り
、
萩
に
来
ら
れ
る

方
、
萩
か
ら
発
た
れ
る
方
の
多
く
が
立

ち
寄
ら
れ
る
施
設
で
す
。
そ
の
よ
う
な

場
所
で
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
萩
の
自

慢
の
品
々
を
紹
介
で
き
る
こ
の
仕
事
に

と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
少
し
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て

企
画
力
を
つ
け
、
商
品
開
発
、
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
な
ど
、
更
に
萩
の
素
敵
な
も

の
を
伝
え
る
仕
事
が
で
き
れ
ば
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

道
の
駅
・
萩
往
還

萩
市
大
字
椿
鹿
背
ヶ
坂
１
２
５
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
３
８・２
２・９
８
８
９

http://w
w

w
.hagioukan.com

/

道の駅・萩往還内にある
農産物直売所「菜

な な い ろ
々色マ

ルシェ」

土
田  

愛ま
な
み美    

さ
ん
（
萩
市
椿
、
29
歳
）
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ぽ
ん
蔵
」
の
バ
イ
ヤ
ー
が
、
た
ま
た
ま

出
向
い
た
都
内
の
日
本
酒
バ
ー
で
八
千

代
の
お
酒
を
飲
ま
れ
た
ら
し
く
、
オ
ー

プ
ン
の
際
に
は
八
千
代
を
置
か
せ
て
く

れ
と
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
縁
も

あ
っ
て
先
日
、
ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
３

階
で
開
催
さ
れ
た
「
酒
×
肴 

幻
の
日

本
酒
と
肴
の
結
び
を
楽
し
む
利
き
酒
イ

ベ
ン
ト 

in 

浅
草
」
に
も
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
新
た
な
流
れ
が
生
ま
れ
る
と
、
滞
っ

て
い
た
と
こ
ろ
も
流
れ
る
も
の
で
、
そ

れ
ま
で
東
京
で
生
活
し
て
い
た
長
女
が

５
代
目
と
な
る
こ
と
を
決
心
し
、
こ
の

４
月
、
家
業
に
就
い
て
く
れ
ま
し
た
。

古
来
酒
造
り
は
女
人
禁
制
と
い
う
と
こ

ろ
も
あ
り
、
現
在
で
も
市
内
の
酒
造
場

さ
ん
全
て
杜
氏
は
男
性
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
全
国
を
見
渡
せ
ば
、
女
性
社
長
、

女
性
杜
氏
も
増
え
て
き
て
お
り
、
娘
が

萩
初
の
女
性
杜
氏
に
な
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
ま
た
違
う
流
れ
が
生
ま
れ
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
萩
市
む
つ
み
地
区
吉
部
下
に
酒
蔵
を

構
え
る
八
千
代
酒
造
は
今
年
、
創
業

１
３
０
年
を
迎
え
ま
す
。
歴
史
の
あ
る

八
千
代
酒
造
の
４
代
目
と
し
て
伝
統
を

守
り
、
５
代
目
に
繋
げ
る
代
表
の
蒲
悟

さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
曽
祖
父
・
貫
一
が
明
治
20
年
に
創
業

し
た
八
千
代
酒
造
は
今
年
で
１
３
０
年

を
迎
え
ま
す
。
酒
造
場
の
子
と
し
て
生

ま
れ
、
高
校
在
学
中
に
は
跡
を
継
ぐ
こ

で
す
。
い
わ
ゆ
る
酒
類
販
売
の
自
由
化

で
、
大
手
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
も

酒
類
を
販
売
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
酒

屋
さ
ん
が
淘
汰
さ
れ
る
時
代
に
な
り
ま

し
た
。
地
方
の
酒
造
場
は
量
販
店
に
卸

す
だ
け
の
生
産
量
が
な
い
と
こ
ろ
が
ほ

と
ん
ど
で
、
卸
先
は
基
本
、
酒
屋
さ
ん

に
な
り
ま
す
。
そ
の
酒
屋
さ
ん
が
減
少

す
る
と
自
ず
と
販
売
量
が
減
り
、
八
千

代
酒
造
も
減
産
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
当

時
の
３
分
の
１
の
生
産
と
な
り
ま
し
た
。

　
酒
屋
さ
ん
と
地
方
の
酒
造
場
が
淘
汰

さ
れ
る
中
、
同
じ
く
し
て
日
本
酒
業
界

に
一
つ
の
流
れ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
純

米
酒
ブ
ー
ム
で
す
。
全
国
的
に
は
朝
日

酒
造
さ
ん
の
久
保
田
が
有
名
に
な
り
ま

し
た
が
、
そ
の
後
、
岩
国
の
旭
酒
造
さ

ん
の
獺だ

っ
さ
い祭
を
は
じ
め
、
澄
川
酒
造
さ
ん

の
東
洋
美
人
等
、
山
口
県
の
地
酒
も
全

国
的
に
名
を
馳
せ
、
酔
う
た
め
の
酒
で

は
な
く
、
味
わ
う
酒
が
注
目
を
浴
び
ま

す
。
東
京
な
ど
大
都
市
圏
で
も
飲
食
店

や
小
売
店
が
地
方
の
地
酒
を
扱
う
よ
う

に
な
り
、
八
千
代
も
首
都
圏
で
展
開
さ

れ
る
飲
食
店
グ
ル
ー
プ
「
福
の
花
」
な

ど
、
幾
つ
か
の
お
店
に
置
い
て
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
都
市
に
出
荷
し
て
い
る
と
、
思

い
も
よ
ら
な
い
話
も
舞
い
込
む
も
の

で
、
浅
草
に
構
え
る
「
ま
る
ご
と
に
っ

ぽ
ん
」
に
あ
る
日
本
全
国
か
ら
選
り
す

ぐ
り
の
品
を
並
べ
る
「
ま
る
ご
と
に
っ

と
を
決
め
、
大
学
は
広
島
大
学
発
酵
工

学
科
に
進
学
し
微
生
物
の
研
究
を
し
ま

す
。

　
大
学
卒
業
後
、
１
９
７
４
（
昭
和

49
）
年
に
帰
郷
し
、
そ
の
ま
ま
酒
蔵
に

入
り
ま
し
た
。
当
時
は
現
在
の
お
よ
そ

３
倍
、
７
０
０
石
を
製
造
し
、
従
業
員

も
４
人
、
冬
場
の
蔵
人
も
４
、５
人
い

る
ほ
ど
で
、
活
気
も
あ
り
日
本
酒
が
良

く
売
れ
る
時
代
で
し
た
。

　
地
方
の
酒
造
場
に
と
っ
て
大
き
な
転

機
と
な
っ
た
の
は
、
２
０
０
１
年
か
ら

始
ま
っ
た
規
制
緩
和
推
進
３
カ
年
計
画

今
年
、
創
業
１
３
０
年　
八
千
代
酒
造
合
名
会
社 

近
代
の
日
本
酒
業
界

運
搬
費
を
か
け
県
外
の
と
う
精
工
場
に

送
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
環
境
改
善
を

農
業
法
人
む
つ
み
の
代
表
・
山
田
和
男

さ
ん
が
私
の
と
こ
ろ
へ
提
案
さ
れ
、
当

社
だ
け
で
な
く
市
内
・
阿
武
町
の
酒
造

場
全
て
に
お
声
が
け
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
、
快
く
賛
同
く
だ
さ
り
、
農

業
法
人
11
社
と
酒
造
場
６
社
が
協
力
し

て
、
県
内
初
の
「
酒
米
と
う
精
工
場
」

が
こ
の
萩
市
吉
部
下
に
で
き
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
時
代
と
と
も
に
環
境
、
状
況
も
変
化

し
て
い
き
ま
す
。
娘
が
家
業
に
就
い
た

こ
と
に
よ
り
、
都
市
部
の
市
場
開
拓
も

進
む
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
更
に
ブ
ラ
ン

ド
力
を
つ
け
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
、
海
外
販
路
と
市

場
が
拡
が
る
可
能
性
は
十
分
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
次
世
代
も
八
千
代
が
皆
さ

ま
に
愛
さ
れ
る
べ
く
う
ま
く
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

八
千
代
酒
造
合
名
会
社

萩
市
大
字
吉
部
下
３
３
０
６

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
３
８
８・６・０
２
２
１

http://w
w

w
.e-hagi.jp/~yatiyo/

純米大吟醸　山田錦（のどごし柔らかな旨味）

蒲か
ば  

悟さ
と
る    

さ
ん

４
代
目

（
萩
市
吉
部
下
、
66
歳
）

　
そ
し
て
、
市
内
の
日
本

酒
業
界
に
も
新
し
い
流
れ

が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
古
く
は
原
料
で
あ

る
酒
米
を
自
社
で
精
米
し

て
い
た
時
代
も
あ
り
ま
し

た
が
、
近
年
で
は
業
者
に

頼
む
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

純
米
酒　
Ｂ
ｄ
︲
14　
四
段
仕
込
み
（
ま
ろ

や
か
な
甘
さ
を
生
か
し
た
新
し
い
タ
イ
プ
）

純
米
酒
ブ
ー
ム

―
「
ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
蔵
」
で
販
売

新
た
な
流
れ
か
ら

―
県
内
初
の「
酒
米
と
う
精
工
場
」が

吉
部
に
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世
界
文
化
遺
産
「
明
治
日
本
の
産
業

革
命
遺
産
―
製
鉄
・
製
鋼
、
造
船
、
石

炭
産
業
―
」（
以
下
「
産
業
革
命
遺
産
」

と
略
す
）
は
、
国
内
各
地
に
散
ら
ば

る
二
三
件
の
資
産
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
を
一
つ
の
集
合
体
と
し
て

見
れ
ば
、
日
本
が
一
八
五
〇
年
代
か
ら

一
九
一
〇
年
ま
で
の
わ
ず
か
五
〇
年
で

工
業
化
（
産
業
革
命
）
し
た
こ
と
を
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
と
は
い
え
、
二
三
件
の
構
成
資
産
だ

け
を
見
れ
ば
日
本
の
工
業
化
す
べ
て
を

理
解
で
き
る
か
と
い
う
と
、
実
際
は
そ

う
で
も
な
い
。
二
三
件
の
資
産
は
、
日

本
の
工
業
化
、
と
く
に
重
工
業
の
発
展

を
視
覚
的
に
表
す
物
的
証
拠
（
＝
産
業

遺
産
）
の
う
ち
、
い
わ
ば
代
表
選
手
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　
現
に
、
こ
の
二
三
件
か
ら
零
れ
落
ち

た
産
業
遺
産
は
山
の
よ
う
に
あ
る
。
と

く
に
、
物
的
に
残
り
具
合
が
悪
い
か
ら

と
い
う
理
由
で
除
外
さ
れ
た
も
の
は
数

多
い
。
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
た
め

に
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
保
存
状
態
が
良

く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
従
来
、
産
業
遺
産
は
一
般
的
な
認
知

度
が
低
か
っ
た
た
め
、
放
置
さ
れ
た
ま

¦「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」の
関
連
資
産
¦

道
迫
真
吾
（
萩
博
物
館
主
任
学
芸
員
）

連
載　
萩
の
産
業
遺
産
を
歩
く（
一
）

ま
劣
化
し
た
り
、
ま
た
人
為
的
に
破
壊

さ
れ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
。

あ
る
い
は
、
行
き
過
ぎ
た
復
元
が
な
さ

れ
た
場
合
も
、
世
界
遺
産
と
し
て
の
価

値
は
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
産
業
技
術
の
発
展
の
歴
史
を
考
え
る

う
え
で
非
常
に
重
要
な
題
材
の
一
つ
に
、

佐
賀
藩
の
反
射
炉
が
あ
げ
ら
れ
る
。
佐

賀
藩
は
日
本
で
初
め
て
自
力
で
反
射
炉

を
築
き
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に

実
用
化
に
成
功
し
た
。
こ
の
反
射
炉
は
、

地
区
の
名
称
を
と
っ
て
築つ

い
じ地
反
射
炉
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
築
地
反
射
炉

は
、
場
所
が
ほ
ぼ
判
明
し
て
い
る
だ
け

で
、
肝
心
要
の
物
的
証
拠
（
遺
構
）
は

何
も
残
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

築
地
反
射
炉
が
ど
れ
だ
け
ス
ト
ー
リ
ー

的
に
重
要
で
あ
っ
て
も
、
現
状
で
は
、

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

え
な
い
と
断
言
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
世
界
遺
産
は
「
モ
ノ
」
を
登
録
す
る

の
で
あ
っ
て
、「
コ
ト
」
を
登
録
す
る

の
で
は
な
い
。
も
っ
と
い
え
ば
、
世
界

遺
産
の
登
録
対
象
は
、
建
築
物
や
遺
跡

な
ど
の
不
動
産
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
物
的
証
拠
と
し
て
は

き
ち
ん
と
保
存
さ
れ
て
い
る
産
業
遺
産

で
あ
っ
て
も
、「
産
業
革
命
遺
産
」
と

は
ま
っ
た
く
無
縁
の
も
の
も
多
い
。

　
た
と
え
ば
萩
市
に
は
、
大
正
十
四
年

（
一
九
二
五
）
に
完
成
し
て
現
在
で
も

利
用
さ
れ
て
い
る
萩
駅
舎
の
ほ
か
、
古

い
ト
ン
ネ
ル
や
橋
な
ど
が
あ
ち
こ
ち
に

現
存
す
る
。
そ
の
ほ
か
、
農
林・水
産・

道
路・水
運・鉄
道・通
信・商
業
と
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
私
た
ち
は
日

常
的
に
、
百
年
以
上
前
に
作
ら
れ
た
も

の
に
囲
ま
れ
て
生
活
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、お
お
む
ね
江
戸
時
代
末
期（
幕

末
）
か
ら
昭
和
時
代
前
期
（
戦
前
）
ま

で
の
間
に
、
近
代
化
・
工
業
化
の
過
程

で
つ
く
ら
れ
た
も
の
を
、近
年
で
は「
産

業
遺
産
」（
も
し
く
は
「
近
代
化
遺
産
」

「
近
代
化
産
業
遺
産
」）
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
産
業
遺

産
は
、
日
本
中
に
目
を
広
げ
れ
ば
お
び

た
だ
し
い
数
に
上
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
大
半
の
産
業
遺
産

は
、「
産
業
革
命
遺
産
」
が
対
象
と
し

て
い
る
時
代
や
ス
ト
ー
リ
ー
に
適
合
し

て
い
な
い
。
要
は
、
い
く
ら
保
存
状
態

が
良
く
て
も
、「
一
八
五
〇
年
代
か
ら

一
九
一
〇
年
ま
で
」
と
い
う
時
代
設
定

や
、「
製
鉄
・
製
鋼
、
造
船
、
石
炭
と

い
う
重
工
業
の
急
速
な
発
展
」
へ
の
貢

献
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
設
定
に
合
致
し

な
け
れ
ば
、「
産
業
革
命
遺
産
」
に
加

え
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
「
産
業
革
命
遺
産
」
の
二
三
件

認
知
度
が
低
か
っ
た「
産
業
遺
産
」

除
外
さ
れ
た
日
本
最
初
の
反
射
炉

の
構
成
資
産
は
、
大
変
厳
し
い
選
考
基

準
を
ク
リ
ア
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
萩
反
射
炉
・
恵
美
須
ヶ
鼻
造

船
所
跡
・
大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
・

萩
城
下
町
・
松
下
村
塾
の
五
件
は
、
萩

市
の
文
化
財
と
し
て
は
Ｓ
級
（
最
上

級
の
お
墨
付
き
）
の
物
件
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
萩
市
の
五
件
の
資
産
は
、

一
八
五
〇
年
代
後
半
か
ら
一
八
六
〇
年

代
前
半
ま
で
の
間
に
、
幕
藩
領
主
が
海

防
強
化
の
必
要
か
ら
産
業
化
に
試
行
錯

誤
し
た
典
型
的
な
物
的
証
拠
（
そ
の
社

会
的
背
景
を
含
む
）
で
あ
る
と
こ
ろ
に

高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　
し
か
し
さ
は
さ
り
な
が
ら
、
萩
市
に

は
、
幕
末
の
長
州
藩
が
試
行
錯
誤
し
た

大
砲
鋳
造
、
洋
式
高
炉
、
造
船
、
火
薬

精
煉
な
ど
の
軍
事
面
を
は
じ
め
、
薬
品

製
造
、
硝
子
製
造
、
写
真
術
、
蒸
気
機

関
に
関
わ
る
遺
跡
あ
る
い
は
史
実
が
伝

わ
る
。
要
は
、
謎
に
包
ま
れ
た
ま
ま
、

未
解
明
の
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
遺

跡
や
史
実
が
、
案
外
残
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
「
産
業
革
命
遺
産
」
に

関
連
す
る
物
件
を
、
関
連
資
産
も
し
く

は
関
連
遺
産
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

　
萩
は
、「
工
業
化
初
期
の
原
風
景
」

と
も
い
え
る
稀
有
な
場
所
で
あ
る
。「
産

業
革
命
遺
産
」
に
登
録
さ
れ
た
萩
市
の

構
成
資
産
は
五
件
だ
け
で
あ
る
が
、
幕

末
の
長
州
藩
が
海
防
強
化
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
だ
か
は
、
関
連
資
産
を
見

ず
し
て
充
分
な
理
解
は
で
き
な
い
。
次

回
か
ら
は
「
産
業
革
命
遺
産
」
の
関
連

資
産
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

顕
著
な
普
遍
的
価
値
へ
の
貢
献

関
連
資
産
の
さ
ら
な
る
掘
り
起

こ
し

築
つ い じ

地反射炉跡に立つ記念碑（佐賀市）

洋風建築の萩駅舎（国の登録有形文化財）
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ふるさと寄付実績
件 数 金　額

平成28年度 7,181件 9,081万5,100円
平成27年度 12,128件 1億3,798万5,885円
平成26年度 435件 1,132万6,000円
平成25年度 520件 1,108万7,000円
平成24年度 402件 854万100円
平成23年度 733件 1,092万5,000円
平成22年度 706件 1,185万6,000円
平成21年度 466件 1,044万1,000円

　
萩
市
で
は
、
萩
を
応
援
し
て
く
だ
さ

る
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
よ
り
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、「
ふ

る
さ
と
寄
付
推
進
事
業
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
明
治
維
新
胎
動
の
地
と
し
て
多
く
の

文
化
財
を
保
持
し
、
美
し
い
自
然
に
も

恵
ま
れ
た
萩
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た

め
、
ぜ
ひ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　　
萩
市
外
在
住
の
方
で
１
万
円
以
上
寄

付
さ
れ
た
場
合
、
感
謝
の
気
持
ち
と
し

て
、
萩
の
魅
力
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
た

特
産
品
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

要
で
す
。

　
特
例
申
請
書
は
、
希
望
者
に
萩
市
企

画
政
策
課
か
ら
送
付
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
度
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
市

内
小
中
学
校
の
学
校
図
書
の
購
入
や
遊

具
の
整
備
の
ほ
か
、
萩
を
学
び
萩
を
語

る
新
た
な
舞
台
と
し
て
３
月
に
オ
ー
プ

ン
し
、
好
評
を
博
し
て
い
る
萩
・
明
倫

学
舎
の
整
備
等
に
活
用
し
ま
し
た
。

　
萩
市
企
画
政
策
課
の
担
当
者
・
安
永

真ま

ほ秀
さ
ん
（
25
歳
）
は
「
昨
年
度
は
多

く
の
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

貨
等
々
。
本
年
度
も
萩
の
味
覚
・
工
芸

品
を
堪
能
し
て
い
た
だ
け
る
、
多
種
多

様
な
充
実
し
た
品
揃
え
で
ご
用
意
し
て

い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
寄
付
専
用
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
、「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
か
ら
の

お
申
し
込
み
が
で
き
る
ほ
か
、
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
も
お
申
し
込
み
い

た
だ
け
ま
す
。

◉
お
支
払
い
方
法

　
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
か
ら
は
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
が
ご
利
用
い

た
だ
け
る
ほ
か
、
郵
便
振
替
、
市
指
定

口
座
へ
の
振
込
、
窓
口
持
参
、
現
金
書

留
に
よ
る
お
支
払
い
も
可
能
で
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特

例
制
度
」
に
よ
り
、
次
の
要
件
を
満
た

す
場
合
、
確
定
申
告
の
必
要
が
な
く
な

り
ま
し
た
。

・
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
給
与

所
得
者
等

・ふ
る
さ
と
納
税
先
団
体
が
５
団
体
以
内

　
こ
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、「
市

町
村
民
税
寄
附
金
税
額
控
除
に
係
る
申

告
特
例
申
請
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
５
団
体
を
超
え
る
地
方
公
共
団
体
に

寄
付
を
す
る
場
合
は
、
確
定
申
告
が
必

昨年度は7181件、寄付金額9081万円

ふるさと寄付
ふるさとを大切にしたい、
という気持ちを一つのかたちに。

た
。
申
込
書

の
送
付
希
望
、

そ
の
ほ
か
ご

質
問
が
あ
り

ま
し
た
ら
お

問
い
合
わ
せ

お
礼
の
特
産
品
人
気
ラ
ン
キ
ン
グ

１
位：チ
ョ
ン
マ
ゲ
ビ
ー
ル

２
位：萩
の
真
ふ
ぐ
の
刺
身
と
身
湯
引

き３
位：日
本
酒　
東
洋
美
人　
純
米
大

吟
醸
「
壱い

ち
ば
ん
ま
と
い

番
纏
」

４
位：日
本
酒　
東
洋
美
人
「
地じ

ぱ
ん
ぐ

帆
紅
」

５
位：と
ら
ふ
く
刺
身
と
皮
湯
引
き（
ふ

く
ひ
れ
付
）

６
位：萩
焼　
ご
飯
茶
碗
ペ
ア

７
位：見
蘭
牛
ロ
ー
ス
ス
テ
ー
キ
２
枚
入

８
位：ノ
ド
グ
ロ
の
一
夜
干
し

９
位：見
蘭
牛
切
り
落
と
し

10
位：見
蘭
牛
肩
ロ
ー
ス
す
き
焼
き
用

こ
の
ほ
か
蒲
鉾・練
り
物
、
調
味
料
、

果
物
、
洋
菓
子
、
ガ
ラ
ス
工
芸
品
、
雑

寄
付
金
の
活
用
に
つ
い
て

税
金
の
控
除
申
告
手
続
き
も

簡
単
で
す

萩
自
慢
の
特
産
品（
１
３
４
品

目
）を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
！

寄
付
の
お
申
し
込
み
・
お
支

払
い
方
法

△萩の地魚鮮魚セット（提供 萩しーまーと）
◁東洋美人 純米大吟醸「壱番纏」（提供 萩物産協会）

見蘭牛ロースステーキ（提供 みどりや）萩夏蜜柑冷菓「柑
かんのしずく

之雫」（提供 たけなか）

く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
る
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
企
画
政
策
課

（
０
８
３
８・２
５・３
３
４
２
）
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「クラス会をいつ、どこで開催します」という情報
をお寄せください。萩の資料送ります。
投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

ください！

情報

銀座・吉乃翔（東京都）

指月中昭和30年卒
関東地区在住者の集い

４月16日会員投稿

　萩商業高校第１期（昭和41年卒）が山口湯田温泉「かめ福」で、
古稀の祝をしました。45名の参加で高岡先生が出席され、学生
の時の思い出や旧友と孫の話もあり、宴会では「長州よさこい
連」の踊りや、クロスクイズの回答など盛り上がり、２次会では

「カラオケ」で皆が歌いまくり、古稀の祝を楽しく過ごす事がで
きました。翌日は観光組やゴルフ組とで楽しく過ごし、またの会
合を元気な顔でお会いすることを約束し各家路につきました。
　なお、会長の土井季夫君が体調がすぐれず、今年度より新会長
に神崎信昭君にお願いをし、了解を戴いていますので今後とも
宜しくお願い致します。

世話人　山本照夫（山口市）、福井圭見（周南市）

湯田温泉「かめ福」（山口市）

萩商41会（昭和41年卒）
古稀祝賀会

４月１日会員投稿

ニューオータニイン東京（東京都）

ふるさと萩・小川会
６月４日会員投稿 551蓬莱難波新川店（大阪市）

おおさか三見会
４月23日会員投稿

　春らしからぬ陽気の続くなか、珍しく快晴に恵まれ
た４月中旬の一日、今年も指月中８期関東在住者の集
いを銀座で開きました。喜寿は、とっくに過ぎた皆さん
ですが、さすが諸事まだお忙しいとあり、例年より少な
い参加でしたが、写真の７名が一年振りの再会を楽し
みました。懐かしい思い出に話の花が咲く中、予定の３
時間半余りの時もアッと云う間に過ぎ、終りに「花吹雪
く･･･」で始まる指月中校歌を斉唱。「お互い、元気な限
りまた会いましょう」の約束を交わして再会を果した
一日でした。

山口雄三(神奈川県横須賀市)

　今年でまだ５回目ですが、大阪難波での「三見会」に16名
の出席で、大阪人に負けないくらいのお喋りを賑やかに楽
しみました。
　法事に帰った人の話を聞きながら子供の頃の山、川、海に
広がり頭に描くは皆同じ故郷の景色。帰りはお店から豚饅
と萩からのミヨシノ醤油を手に話の尽きぬまま名残惜しく、
来年の再会を約束してお別れしました。

三嶋千代乃（大阪府高槻市）

　今年で25回目を迎え、20名が出席。年々、出席者が減少するな
か、今年も新会員の出席がありました。佐伯雅人会長から「皆さ
んに喜んで頂き、思い出に残る会にしたい。若い会員確保に苦慮
しており、情報提供をお願いします」と挨拶がありました。
　萩から駆けつけた、美原喜大市議会議員から提供された澄川
酒造場の東洋美人で、古屋正敏栄誉顧問の音頭により乾杯。懐か
しい思い出ばなしに花が咲き、出席者全員の近況報告とカラオ
ケで盛り上がり、来年の再会を約束して散会しました。

統括事務局　佐伯雅人（埼玉県新座市）
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柔
ら
か
く
甘
み
が
あ
り
「
イ
カ
の

女
王
」
と
呼
ば
れ
る
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
。

萩
を
代
表
す
る
特
産
品
で
す
。

　
通
年
水
揚
げ
が
あ
る
た
め
、
萩
魚

市
場
や
市
内
の
魚
屋
さ
ん
で
よ
く
見

か
け
ま
す
が
、
萩
の
ケ
ン
サ
キ
イ
カ

は
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
旬
を
迎
え
ま

す
。

　
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
は
、
九
州
西
岸
か

ら
日
本
海
西
部
に
分
布
し
エ
サ
と
な

る
小
魚
が
多
い
萩
沖
に
も
回
遊
し
て

き
ま
す
。
特
に
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、

た
く
さ
ん
の
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
が
萩
沖

に
移
動
し
て
く
る
た
め
、
萩
の
イ
カ

釣
り
漁
は
梅
雨
明
け
か
ら
晩
秋
に
か

け
て
最
盛
期
と
な
り
ま
す
。

　
漁
法
は
釣
り
糸
を
手
に
と
っ
て
操

業
す
る
「
一
本
釣
り
漁
」
が
主
流
。

一
杯
ず
つ
丁
寧
に
漁
獲
し
ま
す
。
最

盛
期
の
漁
場
は
港
と
の
距
離
が
近
い

萩
湾
内
の
島
周
辺
。
萩
の
ケ
ン
サ
キ

イ
カ
は
品
質
の
良
さ
は
も
ち
ろ
ん
、

活
き
の
良
さ
も
抜
群
で
す
。

　
夏
の
夜
、
萩
沖
に
は
イ
カ
釣
り
船

の
漁
火
が
幻
想
的
に
灯
り
ま
す
。
見

か
け
た
こ
と
が
あ
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
活
き
造
り
は
、
漁
場
が
近
い
萩
な

ら
で
は
の
贅
沢
な
一
品

　
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
の
味
わ
い
は
、
イ

カ
類
の
中
で
も
高
級
と
さ
れ
る
ア
オ

リ
イ
カ
に
似
て
い
ま
す
。
食
感
は
肉

厚
で
身
が
柔
ら
か
く
、
味
わ
い
は
噛

む
ほ
ど
に
濃
厚
な
甘
み
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。
産
地
な
ら
で
は
の
食
べ
方
は

活
き
造
り
。
水
槽
で
泳
い
で
い
る
ケ

ン
サ
キ
イ
カ
を
す
く
っ
て
素
早
く
刺

身
に
し
、
口
の
中
で
吸
盤
が
く
っ
つ

く
ほ
ど
高
鮮
度
の
状
態
で
味
わ
い
ま

す
。
透
明
で
美
し
い
身
と
コ
リ
コ
リ

し
た
食
感
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
し
か
し
、
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
は
と
て

も
繊
細
で
漁
師
が
生
き
た
ま
ま
確
保

し
て
も
、
水
槽
で
の
生
存
確
率
が
限

ら
れ
扱
い
が
難
し
い
食
材
で
す
。
当

た
り
前
の
よ
う
に
食
べ
ら
れ
て
い
る

萩
の
夏
の
味
覚
「
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
の

活
き
造
り
」
は
漁
場
が
近
い
萩
な
ら

道
の
駅
・
萩
し
ー
ま
ー
と
通
信

旬
の
お
魚「
萩
の
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
」

　
今
年
３
月
に
卒
業
し
た
萩
市
と
阿
武

町
の
高
校
の
卒
業
生
は
３
６
３
人
で
、

そ
の
う
ち
萩
市
内
に
残
っ
た
の
は
、
就

職
41
人
、
大
学
１
人
、
専
修
学
校
な
ど

６
人
の
合
計
48
人
で
、
卒
業
生
の
13
％

で
し
た
。
９
割
弱
の
若
者
が
、
市
外
・

県
外
へ
進
学
・
就
職
し
ま
し
た
。

学校名 卒業
者数

大学 就職 専修学校ほか
全体 うち萩市 全体 うち萩市 全体 うち萩市

萩高校 150人 140人 0人 3人 1人 7人 1人
萩商工高校 139人 14人 1人 108人 29人 17人 2人
萩光塩学院高校 48人 16人 0人 11人 4人 21人 2人
奈古高校 26人 3人 0人 20人 7人 3人 1人

合 計 363人 173人 1人 142人 41人 48人 6人

　
山
口
県
内
の
高
校
を
卒
業
し
て
大
学

や
短
大
へ
進
学
す
る
若
者
の
７
割
は
県

外
へ
出
て
し
ま
う
と
い
う
。

　
将
来
を
支
え
る
若
者
の
流
出
へ
の
危

機
感
か
ら
、山
口
県
の
村
岡
知
事
は「
人

口
の
流
入
・
流
出
の
均
衡
は
、
県
単

位
と
い
う
よ
り
国
全
体
の
構
造
の
問
題

だ
」
と
指
摘
す
る
。

■
萩
商
工
高
校

　
新
卒
者
１
３
９
人
の
う
ち
、
就
職

が
１
０
８
人
（
78
％
）、
進
学
は
31
人

（
22
％
）。
昨
年
10
月
中
旬
に
は
県
内

ト
ッ
プ
の
早
さ
で
就
職
希
望
者
全
員
が

内
定
す
る
な
ど
、
就
職
・
進
学
と
も
例

年
以
上
の
好
成
績
だ
っ
た
。

　
好
景
気
に
よ
り
山
口
県
内
の
求
人
数

が
増
え
、
昨
年
同
様
６
割
が
県
内
に
就

職
し
た
。
こ
の
う
ち
萩
市
内
に
就
職
・

進
学
し
た
の
は
32
人
（
23
％
）。

■
萩
高
校

　
現
役
の
卒
業
生
１
５
０
人
の
う
ち
、

１
４
０
人
が
大
学
進
学
。
国
公
立
大
学

に
合
格
し
た
の
は
53
人
（
35
％
）
で
、

中
四
国
・
九
州
の
難
関
大
学
へ
の
合
格

が
目
立
っ
た
。

　
合
格
者
（
重
複
あ
り
）
の
内
訳
は
、

国
立
大
学
32
人
、
公
立
大
学
21
人
、
私

立
大
学
１
８
１
人
。
地
元
の
山
口
大
学

は
例
年
よ
り
少
な
く
８
人
だ
っ
た
。
萩

市
役
所
な
ど
官
公
庁
へ
３
人
が
就
職
し

た
。

■萩市・阿武町内高校卒業者の進路状況 萩
・
阿
武
の
高
校
卒
業
生

３
６
３
人
の
う
ち
、
萩
に
残
る
の
は
13
％

萩しーまーと館内の水槽で泳がしながら販売

透明でコリコリした食感を楽しむ活き造り

で
は
の
贅
沢
な
一
品
で
す
。

　
夏
の
萩
を
味
わ
う
お
勧
め
の
食
材
ケ

ン
サ
キ
イ
カ
。
ぜ
ひ
産
地
で
鮮
度
の
良

さ
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

　
■
須
佐
男み

こ
と命

い
か
祭
り　

　
７
月
27
日
（
木
）
／
須
佐
漁
港

　
■
須
佐
い
か
直
売
市　

　
７
月
２
日
～
９
月
24
日
の
土
・
日

　
曜
日
／
須
佐
漁
港

　
■
萩
・
お
魚
の
日　

　
９
月
10
日
（
日
）
／
道
の
駅
「
萩

　
し
ー
ま
ー
と
」
／
２
０
０
人
分
の

　
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
の
に
ぎ
り
を
無
料

　
試
食
ほ
か
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■
「
萩
傳
流
ー
若
手
作
家
六
人
展
ー
」

　
岡
田
泰
、
坂
悠
太
、
玉
村
信
一
の
作

品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

７
月
５
日
（
水
）
～
11
日
（
火
）

東
京
都
新
宿
区
新
宿
３
︲
37
︲
11
安
与

ビ
ル
地
下
２
階

柿
傳
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
０
３・３
３
５
２・５
１
１
８
）

■
特
殊
音
樂
祭
２
０
１
７

　
萩
市
出
身
、
国
内
外
で
活
躍
す
る
現

代
音
楽
作
曲
家
の
山
本
和
智
（
09
年
武

満
徹
作
曲
賞
第
２
位
）
が
中
心
で
行
う

音
楽
祭
。

７
月
15
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

一
般
３
０
０
０
円
、
学
生
５
０
０
円

完
全
予
約
制
（
事
前
申
し
込
み
）

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

東
京
都
町
田
市
金
井
町
２
１
６
０

和
光
大
学
学
生
ホ
ー
ル

■
二
子
玉
川
東
急
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
「
山

口
フ
ェ
ア
」

　
忠
小
兵
衛
蒲
鉾
、「
柑
の
雫
」
な
ど

夏
み
か
ん
菓
子
の
販
売
。

７
月
20
日
（
木
）
～
26
日
（
水
）
午
前

10
時
～
午
後
９
時

東
京
都
世
田
谷
区
玉
川
二
︲
21
︲
１

二
子
玉
川
ラ
イ
ズ
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
地
下
１
階

東
急
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
二
子
玉
川
店

（
０
３・６
８
０
５・７
１
１
１
）

■
や
ま
ぐ
ち
暮
ら
し
フ
ェ
ア

　
萩
市
移
住
コ
ー
ナ
ー
、
山
口
県
内
の

物
産
、
地
酒
な
ど
の
販
売
、
も
ち
ま
き
。

７
月
23
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４

時
（
も
ち
ま
き
10
時
30
分
）

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
３
︲
５
︲
１

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
問
）
山
口
県
中
山
間
地
域
づ
く
り
推

進
課
（
０
８
３・９
３
３・２
５
４
６
）

■
せ
た
が
や
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り

　
山
口
萩
ビ
ー
ル
の
チ
ョ
ン
マ
ゲ
ビ
ー

ル
、
忠
小
兵
衛
蒲
鉾
等
の
販
売
。

８
月
５
日
（
土
）
～
６
日
（
日
）
午
前

11
時
～
午
後
９
時

東
京
都
世
田
谷
区
若
林
４
︲
34
︲
２

若
林
公
園
（
世
田
谷
線
「
松
陰
神
社
前

駅
」
下
車
徒
歩
５
分
、
東
急
バ
ス
「
世

田
谷
区
民
会
館
」
下
車
徒
歩
２
分
）

（
問
）
世
田
谷
区
民
ま
つ
り

（
０
３・５
４
３
２・３
３
３
３
）

■
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
２

０
１
７

　
萩
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
、
山
口
県
の
物
産

販
売
。

９
月
21
日
（
木
）
～
24
日
（
日
）

東
京
都
江
東
区
有
明
３
︲
11
︲
１

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

■
「
技
を
極
め
る
ー
ヴ
ァ
ン
ク
リ
ー
フ

＆
ア
ー
ペ
ル　
ハ
イ
ジ
ュ
エ
リ
ー
と
日

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

関
西
地
区

関
東
地
区

映画「八重子のハミング」

　５月６日に公開された
東京・横浜では満席、立
ち見も出るなど大好評に
つき、有楽町スバル座で
アンコール上映決定！
上映館は全国に広がり、
60 館を超える勢い。

全国で「あふれる想い」上映中！

○関東地区
東京　有楽町スバル座（03・3212・2826）6/25（日）〜

再上映決定！
東京　立川シネマシティ（042・525・1251）7/8（土）〜
千葉　イオンシネマユーカリが丘（043・463・9922）5/20（土）〜
栃木　小山シネマロブレ（050・3196・9000）9/30（土）〜
群馬　イオンシネマ太田（0276・47・8277）5/20（土）〜
新潟　イオンシネマ新潟西（025・230・8787）6/24（土）〜
○東北・北海道地区
北海道　ディノスシネマズ札幌劇場（011・221・3802）6/17

（土）〜
北海道　シネマ・トーラス（0144・37・8182）7/1（土）〜
青森　フォーラム八戸（0178・38・0035）6/17（土）〜
青森　シネマディクト（017・722・2068）7/1（土）〜
岩手　一関シネプラザ（0191・23・2902）6/17（土）〜
宮城　フォーラム仙台（022・728・7866）6/17（土）〜
山形　フォーラム山形（023・632・3220）6/17（土）〜

山形　フォーラム東根（0237・43・8060）6/17（土）〜
福島　フォーラム福島（024・533・1515）6/17（土）〜
○中部地区
福井　テアトルサンク（0776・23・2706）6/17（土）〜
長野　上田映劇（0268・22・0269）7/1（土）〜
長野　シネマポイント（026・235・3683）7/22（土）〜
長野　飯田センゲキシネマズ（0265・22・1070）7/1（土）〜
山梨　シアターセントラルBe 館（055・233・3023）順次公開
予定
静岡　静岡シネ・ギャラリー（054・250・0283）6/24（土）〜
静岡　シネマイーラ（053・489・5539）7/29（土）〜
岐阜　関シネックスマーゴ（0575・25・1155）6/17（土）〜
三重　伊勢新富座（0596・28・2875）9/9（土）〜
○近畿地区
京都　京都シネマ（075・353・4723）6/24（土）〜
兵庫　MOVIX あまがさき（06・4960・7500）6/17（土）〜
○中国・四国地区
広島　福山駅前シネマモード（084・932・3381）7/1（土）〜
徳島　イオンシネマ徳島（088・622・5065）6/24（土）〜
愛媛　シネマサンシャイン大街道（089・986・6633）6/17（土）〜
○九州地区
福岡　シネプレックス小倉（0570・783・460）6/3（土）〜
福岡　福岡中洲大洋（092・291・4058）6/24（土）〜
佐賀　シアターシエマ（0952・27・5116）7/1（土）〜
宮崎　宮崎キネマ館（0985・28・1162）7/15（土）〜
※上映時間など詳細は各劇場にお問い合わせください。
※劇場情報は決定次第「八重子のハミング」公式ホームペー
ジの劇場案内が順次更新されます。
http://yaeko-humming.jp/

■劇場案内（６月26日現在） 公開初日の舞台挨拶
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守
重
シ
ゲ
子　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

落
合
優
子　
　
　
　
（
千
葉
県
千
葉
市
）

岩
崎
登　
　
　
　
　
（
熊
本
県
阿
蘇
市
）

水
津
早
苗　
　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

大
谷
泰
紀　
　
　
　
　
（
東
京
都
北
区
）

村
木
幸
子　
　
　
　
（
岩
手
県
二
戸
市
）

千
代
延
潤
子　
　
（
東
京
都
江
戸
川
区
）

小
嶋
多
美
子　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

松
本
則
子　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

森
脇
繁
孝　
　
　
　
（
兵
庫
県
播
磨
町
）

竹
本
好
文　
　
　
　
（
大
阪
府
豊
中
市
）

木
村
龍
夫　
　
　
　
（
京
都
府
京
都
市
）

神
藤
竜
侍　
　
　
　
（
大
阪
府
高
石
市
）

大
久
保
隆
行　
　
　
（
大
阪
府
高
石
市
）

伊
勢
嶋
勇　
　
　
（
大
阪
府
寝
屋
川
市
）

河
村
安
啓　
　
　
　
（
奈
良
県
生
駒
市
）

的
場
照
代　
　
　
　
（
大
阪
府
柏
原
市
）

国
光
富
美
雄　
　
　
（
奈
良
県
安
堵
町
）

安
藤
梅
人　
　
　
　
（
岐
阜
県
瑞
浪
市
）

後
藤
朝
子　
　
　
　
（
愛
知
県
岡
崎
市
）

（
４
月
21
日
～
６
月
20
日　
20
人
）

•
全
国
で
夜
行
寝
台
特
急
の
廃
止
が
進

む
一
方
で
、
豪
華
寝
台
列
車
の
ト
レ
イ

ン
ク
ル
ー
ズ
は
人
気
を
呼
ぶ
。
初
め
て

の
上
京
は
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
だ
っ
た
。

故
郷
を
離
れ
る
寂
し
さ
と
都
会
へ
の
期

待
に
は
夜
行
寝
台
列
車
が
よ
く
似
合
う
。

•
つ
ば
き
会
関
西
支
部
総
会
は
、
昭
和

55
年
卒
12
人
、
坂
本
直
次
・
新
支
部
長

を
含
む
56
年
卒
７
人
と
50
歳
代
が
多
く

出
席
。
梶
山
高
志
さ
ん
が
創
業
さ
れ
た

株
式
会
社
ビ
ケ
ン
テ
ク
ノ
は
毎
年
、
萩

商
工
生
を
採
用
。
近
年
の
卒
業
生
が
受

付
、
ビ
ン
ゴ
な
ど
を
手
伝
い
、
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
。

•
中
之
島
公
園
、
大
川
の
眺
め
が
す
ば

ら
し
い
大
阪
・
北
浜
駅
近
く
の
ネ
パ
ー

ル
料
理
店（
７
ペ
ー
ジ
）。
国
民
的
定
食
、

ダ
ル
・
バ
ー
ト
は
ク
セ
に
な
る
味
。
ア

ジ
ア
特
有
の
ぱ
さ
つ
い
た
ご
飯
に
豆
カ

レ
ー
、
野
菜
な
ど
自
然
を
感
じ
る
食
感

に
ネ
パ
ー
ル
・
ビ
ー
ル
。

（
広
報
特
別
参
与　
山
本
）

編
集
後
記

本
の
工
芸
ー
」

　
十
二
代
三
輪
休
雪
の
作
品
「
卑
弥
呼

山
」
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
月
29
日
（
土
）
～
８
月
６
日
（
日
）

京
都
市
左
京
区
岡
崎
円
勝
寺
町

京
都
国
立
近
代
美
術
館

（
０
７
５・７
６
１・４
１
１
１
）

■
つ
ば
き
会
広
島
支
部

　
広
島
地
区
の
萩
商
工
同
窓
会
。

７
月
８
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
～

広
島
市
南
区
金
屋
町
１
︲
17

ワ
ー
ク
ピ
ア
広
島（
旧
広
島
労
働
会
館
）

（
０
８
０・６
３
３
２・１
１
５
９
）土
佐
岡

■
広
島
指
月
会

　
広
島
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

７
月
15
日
（
土
）
午
後
３
時
～

広
島
市
南
区
的
場
（
広
島
駅
か
ら
徒
歩

５
分
）

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広
島

（
０
９
０・４
６
５
９・２
１
６
４
）北き

た
づ
か束

■
「
水
津
和
之
作
陶
展
」

９
月
19
日
（
火
）
～
24
日
（
日
）

広
島
市
中
区
胡
町
５
︲
１

広
島
三
越
７
階
美
術
画
廊

（
０
８
２・２
４
２・３
１
１
１
）

■
九
州
指
月
会

　
九
州
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

９
月
10
日
（
日
）
午
後
１
時
～

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅（
筑
紫
口
す
ぐ
）

ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ラ
ー
ザ
博
多

（
０
９
３・２
０
１・６
３
０
３
）
廣
瀬

■
萩
高
同
窓
会
八
八
会

　
萩
高
指
月
会
の
本
部
総
会
。
今
年
の

引
受
期
は
54
期
（
平
成
14
年
卒
）。

８
月
８
日
（
火
）
午
後
７
時
～

萩
高
校
体
育
館

（
０
８
３
８・２
２・０
０
７
６
）
萩
高

■
萩
光
塩
学
院
同
窓
会
本
部
総
会

　
萩
光
塩
学
院
小
中
高
の
合
同
総
会
。

８
月
10
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
～

長
門
市
深
川
湯
本　
大
谷
山
荘

（
０
８
３
８・２
２・０
７
８
２
）
光
塩

■
松
陰
神
社
「
崇
敬
会
」
講
演
会

演
題　
「
現
代
に
生
き
る
松
陰
先
生
ー

そ
の
人
と
こ
と
ば
ー
」

講
師　
関
厚
夫
（
産
経
新
聞
東
京
本
社

文
化
部
編
集
委
員
、
著
書　
萩
も
の
が

た
り
「
吉
田
松
陰　
人
と
こ
と
ば
」）

７
月
９
日
（
日
）
午
後
２
時
～

松
陰
神
社
会
館
立
志
殿

入
場
無
料

事
務
局　
松
陰
神
社
社
務
所

（
０
８
３
８・２
２・４
６
４
３
）

■
「
森
川
翠す

い
す
い

水
・
水
墨
画
展
」

　
萩
高
校
昭
和
38
年
卒
、
東
京
都
在
住

の
水
墨
画
家
の
個
展
。

８
月
17
日
（
木
）
～
29
日
（
火
）

萩
市
民
館
小
ホ
ー
ル

（
０
８
３
８・２
５・１
２
３
４
）

■
観
光
情
報
誌
「
萩
を
歩
く
」

　
古
地
図
で
歩
く
萩
の
町
、
明
治
維
新

１
５
０
年
、
萩
の
生
ん
だ
英
傑
30
人
、

萩
往
還
な
ど
萩
市
の
魅
力
を
多
角
的
に

紹
介
。
萩
市
観
光
課
が
発
行
（
Ｂ
５
版

１
０
０
㌻
）。

定
価　
８
０
０
円
（
税
込
）

■
月
刊
誌
「
エ
ク
ラ
」
７
月
号

　
特
集
「
47
都
道
府
県
別
地
元
の
『
銘

菓
』
教
え
ま
す
」
で
山
口
県
は
、
た
け

な
か
の
「
柑
乃
雫
」
を
紹
介

集
英
社　
９
４
０
円
（
税
込
）

■
劇
団
四
季
情
報
誌
「
ラ
・
ア
ル
プ
」

５
月
号

　
「
ア
ラ
ジ
ン
」
ジ
ー
ニ
ー
役
の
瀧
山

九
州
地
区

出
版
情
報

萩
市
関
係

中
国
地
区

久
志
さ
ん
（
萩
市
出
身
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
16
年
11
月
号
で
紹
介
）
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
特
集
記
事
。
瀧
山
さ
ん
は
６

月
12
日
「
岩
谷
時
子
賞
」
を
受
賞
。

四
季
株
式
会
社　
２
２
０
円
（
税
込
）

■
「
紅
と
白　
高
杉
晋
作
伝
」

著
者　
関
厚
夫
（
産
経
新
聞
東
京
本
社

文
化
部
編
集
委
員
）

　
幕
末
の
風
雲
児
・
高
杉
晋
作
の
短
く

も
波
瀾
に
満
ち
た
生
涯
を
活
写
し
た
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
小
説
。「
産
経
新
聞
」

の
大
型
連
載
の
単
行
本
化
。

国
書
刊
行
会　
２
１
６
０
円
（
税
込
）

■
阿
武
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル　
よ
り
見
や
す
く
分
か
り
や
す
く

　
空
き
家
バ
ン
ク
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
「
す
ま
い
の
情
報
」、
町
内
の
「
し

ご
と
の
情
報
」
を
掲
載
。
下
部
に
は
住

民
参
加
型
の
写
真
を
中
心
に
し
た
「
阿

武
町
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」
を
新
た
に
開

設
。
ス
マ
ホ
に
も
対
応
。

阿
武
町
総
務
課
（
０
８
３
８
８・２・３

１
１
１
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w

.tow
n.abu.lg.jp/

）

■
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
明
治
維
新
資
料
室
」
の

公
開

　
明
治
維
新
１
５
０
年
に
向
け
、
山
口

県
文
書
館
と
県
立
山
口
図
書
館
が
デ
ジ

タ
ル
化
し
た
明
治
維
新
に
関
す
る
資
料

の
公
開
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
始
め
た
。

吉
田
松
陰
に
関
す
る
資
料
、
維
新
関
係

絵
地
図
な
ど
幕
末
・
明
治
期
の
貴
重
な

資
料
が
カ
ラ
ー
で
楽
し
め
る
。

お
知
ら
せ

①
観
光
情
報
誌
「
萩
を
歩
く
」
を
２
名

様②
八
千
代
酒
造
提
供
の
「
純
米
酒 

Ｂ

ｄ
ー
14
」
を
２
名
様

■
応
募
方
法　
ハ
ガ
キ
に
品
名
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
近
況
等
を
明
記
の

う
え
、
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ

ン
ト
係
ま
で
。
７
月
20
日
必
着
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
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ふるさと情報紙「萩ネットワーク」
萩ネットワーク協会　☎0838・25・3178

7月8日（土）〜9月3日（日）

特別展
「愛のヴィクトリアン・ジュエリー」 

　- 華麗なる英国のライフスタイル-
6月24日（土）〜9月3日（日）

特別展
「驚異の遭遇！未確認生物」

〜その時、そこにいたものは！？〜

　夏の特別展は子どもたちに大人
気。今年は科学的に解明されてい
ない未確認生物。
　楽しみながら、科学的に自然を
観察する姿勢を育むファミリー向
け展示です。学芸員自身がキャラ
クターに扮して演じるコミカルな
展示映像も評判です。
■観覧料　大人 510 円、高・大
　学生 310 円、小・中学生 100
　円
■休館日　会期中無休

　ヴィクトリア時代の技巧を凝
ヴィクトリア時代の技巧を凝らし
た繊細華麗なジュエリーのほか、
当時のウェディングの装いや、ア
フタヌーンティーの銀器のティー
セットなど、約 300 点の名品を
紹介します。
■観覧料　一般 1000 円、70 歳
　 以 上・ 学 生 800 円、18 歳 以
　下は無料
■休館日　７月 24 日、８月７日、
８月 21 日（いずれも月曜日）

■阿武町大字奈古　奈古漁港周辺
道の駅阿武町の間近で約2,000発の花火。
※荒天時　雨天中止

■萩市菊ヶ浜海水浴場
萩夏まつりの初日に行われる花火大会。
山陰側随一の規模で、日本海をバックに
約7,000発の花火。
※荒天時　４日（金）に順延

■萩市むつみＢ＆Ｇ海洋センター
約600発の花火、盆踊り、各種出店。
※荒天時　雨天中止

なご夏まつり

ながと仙崎花火大会
■長門市仙崎港
仙崎湾を背景に約3,000発の花火。
※荒天時　24日（月）に順延

■萩市須佐漁港
三方を山々に囲まれた須佐湾内に響く音
は迫力満点。スターマインや創作花火な
ど約5,000発。日本屈指の地方花火。
※荒天時　29日（土）に順延

須佐湾大花火大会

萩・日本海大花火大会 ふれあい盆踊り
＆花火大会

たまがわ夏まつり
■萩市江崎漁港弁天公園周辺
約3,000発の花火、神楽舞、子どもフ
ラメンコ。
※荒天時　26日（土）に順延

88
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萩・日本海大花火大会

須佐湾大花火大会
たまがわ夏まつり

花火大会特集
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